
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
前
期
に
お
け
る
文
書
処
理
シ
ス
テ
ム

ー
ク
ロ
ム
・
マ
ハ
ー
タ
イ
（
民
部
省
）
を
事
例
と
し
て
i

／

口

洋

史

ラタナコーシン朝前期における文書処理システム（川口）

【
要
約
】
本
稿
は
北
方
の
統
治
を
司
る
ク
ロ
ム
・
マ
ハ
ー
タ
イ
に
お
け
る
文
書
処
理
シ
ス
テ
ム
の
復
元
を
通
し
て
、
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
葡
期
（
一
七
ハ

ニ
ー
　
八
六
八
年
）
シ
ャ
ム
の
中
央
行
政
機
構
の
実
態
と
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
地
方
か
ら
の
上
申
文
書
は
下
級
官
吏
で
あ

る
当
直
宮
が
接
受
し
た
の
ち
、
し
か
る
べ
き
官
僚
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
謁
見
に
お
い
て
官
僚
が
音
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
王
に
伝
達
さ
れ
た
。

一
方
、
命
令
文
書
は
帳
簿
担
当
次
官
、
北
方
担
当
民
部
局
帳
簿
担
当
副
局
長
と
い
っ
た
官
僚
が
草
案
を
作
成
し
た
の
ち
、
官
僚
に
よ
る
閲
覧
や
修
正
を
経

て
、
民
部
大
臣
や
そ
の
代
理
に
よ
っ
て
発
給
が
裁
可
さ
れ
た
。
国
王
へ
は
謁
見
に
際
し
て
大
臣
な
い
し
そ
の
代
理
が
裁
可
を
仰
い
だ
。
命
令
文
書
の
多
く

は
勅
命
と
し
て
発
給
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
王
が
常
に
発
給
を
裁
可
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
か
か
る
文
書
処
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
当
該
期
の

政
治
シ
ス
テ
ム
は
官
僚
側
に
重
心
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
を
認
識
し
た
四
世
王
モ
ン
ク
ッ
ト
は
親
政
を
可
能
と
す
る
政
務
体
制
の
構
築
を
目
指

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
九
巻
六
号
　
二
〇
〇
六
年
一
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
七
八
二
年
に
成
立
し
た
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
朝
や
ト
ン
ブ
リ
i
朝
と
は
異
な
り
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
数
量
の
行
政
文

書
を
伝
世
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
文
書
は
す
べ
て
中
央
政
府
の
元
に
残
・
た
も
の
で
あ
似
同
時
代
史
料
が
決
定
的
に
少
な
い
前
近
代
タ
イ
史
馴

に
お
い
て
、
編
纂
史
料
か
ら
は
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
生
々
し
い
事
実
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
と
し
て
、
研
究
に
供
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
　
6
3



で
は
、
そ
れ
ら
の
文
書
を
接
受
し
、
作
成
、
保
管
し
た
中
央
政
府
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
を
含
め
て
、
前
近
代
タ
イ
の
統
治
制
度
の
研
究
は
、
ま
ず
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
よ
る
研
究
が
重
要
で
あ
る
。
彼
は
国
王
の
下

に
あ
る
行
政
制
度
に
つ
い
て
、
一
五
世
紀
半
ば
に
機
能
分
化
し
た
中
央
行
政
制
度
が
確
立
さ
れ
た
が
、
時
代
と
と
も
に
省
庁
の
機
能
分
化
が

徐
々
に
蝸
壊
し
て
い
き
、
最
終
的
に
五
世
王
（
在
位
一
八
六
八
－
一
九
一
〇
年
）
に
よ
る
改
革
に
よ
っ
て
、
近
代
的
な
行
政
制
度
に
再
編
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
す
る
。
近
代
化
直
前
に
当
た
る
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
前
期
の
制
度
は
、
非
効
率
で
腐
敗
し
崩
壊
し
て
い
た
と
し
、
低
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
一
八
八
七
年
に
公
布
さ
れ
た
「
五
世
王
陛
下
の
行
政
改
革
に
関
す
る
勅
語
」
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
こ
の
よ
う
な
制
度
史
を

描
い
た
。
こ
の
勅
語
は
中
央
行
政
制
度
の
沿
革
を
述
べ
た
も
の
で
、
確
か
に
貴
重
な
史
料
で
は
あ
る
の
だ
が
、
同
時
代
史
料
で
は
な
い
。
し
か

も
、
か
つ
て
あ
っ
た
整
っ
た
制
度
が
徐
々
に
鰯
壊
し
て
し
ま
い
、
腐
敗
し
混
乱
し
た
現
在
の
制
度
は
近
代
化
を
必
要
と
し
て
い
る
、
と
い
う
制

度
改
革
を
正
当
化
す
る
論
旨
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
前
近
代
史
を
研
究
す
る
上
で
全
面
的
に
依
拠
で
き
る
よ
う
な
史
料
で
は
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
か
ぎ
ら
ず
、
行
政
制
度
を
描
く
際
は
他
の
研
究
者
も
こ
の
勅
語
を
史
料
に
使
い
、
し
か
も
勅
語
の
枠
組
み
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　
③

研
究
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
中
央
行
政
制
度
の
実
態
研
究
は
ほ
と
ん
ど
「
勅
語
」
か
ら
進
展
し
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
る
。

　
一
方
、
一
九
八
○
年
代
か
ら
、
今
日
残
っ
て
い
る
公
文
書
史
料
を
用
い
て
、
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
前
期
の
地
方
に
お
け
る
統
治
制
度
の
実
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

解
明
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
中
央
政
府
に
つ
い
て
の
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
史
料
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
日
残
っ
て
い
る
公
文
書
の
多
く
は
、
中
央
政
府
が
地
方
か
ら
受
け
取
っ
た
文
書
や
、
中
央
政
府
か
ら
地
方
に
発
給
さ
れ
た
文
書
の
草
案
で
、

そ
こ
に
菅
て
あ
る
こ
と
は
地
方
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
・
文
書
か
ら
中
央
政
府
内
部
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
さ
れ
緬
・

　
中
央
行
政
制
度
研
究
の
遅
滞
は
、
近
年
公
刊
さ
れ
た
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
の
著
作
で
も
変
わ
ら
な
い
。
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
は
、
先
行
研
究
の
よ

う
な
「
勅
語
」
へ
の
依
存
を
批
判
し
、
近
代
的
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
同
時
代
の
文
脈
か
ら
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
前
期
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
評

　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

価
を
試
み
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
中
央
行
政
制
度
を
描
写
す
る
際
、
結
局
「
勅
語
」
に
依
拠
し
て
し
ま
い
、
本
々
転
倒
と
い
わ
ざ
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ラタナコーシン朝前期における文書処理システム（川口）

る
を
得
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
研
究
史
の
流
れ
か
ら
、
同
時
代
史
料
か
ら
中
央
行
政
制
度
の
実
態
を
描
く
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
近
年
、
一
七
世

紀
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
の
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
に
育
っ
た
諸
国
家
の
再
評
価
を
進
め
る
リ
ー
バ
ー
マ
ン
は
、
そ
れ
ら
の
国
家
に
お
い
て
中
央
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

政
制
度
は
よ
り
巨
大
で
、
文
書
を
用
い
る
、
ル
ー
テ
ィ
ン
化
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
流
れ
か
ら
も
、

こ
の
時
代
の
中
央
行
政
制
度
の
再
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
る
の
か
。
こ
の
時
代
は
確
か
に
公
文
書
が
残
っ
て
い
る
が
、
先
程
述
べ
た
よ
う
に
、
本
文
を
読
ん
で
も

中
央
の
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
す
べ
て
中
央
政
府
が
受
け
取
っ
た
も
の
や
、
中
央
が
作
成
し
た
草
案
で
あ
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
文
書
自
体
を
中
央
政
府
の
活
動
そ
の
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
文
書
そ
の
も
の
を
研
究
対
象
に
す
る
古
文
書
学
的

な
手
法
を
用
い
る
こ
と
が
有
効
な
手
段
に
な
る
。
日
本
史
学
に
お
い
て
古
文
書
学
は
形
態
論
、
様
式
論
、
機
能
論
、
伝
来
論
に
分
け
ら
れ
て
い

る
が
、
特
に
機
能
論
が
有
効
で
あ
る
。
機
能
論
と
は
文
書
の
作
成
・
伝
達
・
受
理
・
管
理
の
過
程
や
機
能
・
効
力
等
に
関
す
る
問
題
を
取
り
扱

う
分
野
で
あ
る
。
文
書
の
作
成
・
伝
達
過
程
は
そ
の
政
治
機
関
の
執
行
体
制
と
密
接
に
関
係
す
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

そ
の
時
代
の
政
治
機
構
の
解
明
に
寄
与
で
き
る
、
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
公
刊
さ
れ
た
文
書
史
料
を
用
い
て
、
ク
ロ
ム
・
マ
ハ
ー
タ
イ
（
寄
§
ζ
鋤
疑
穿
。
。
一
民
部
省
）
と
い
う
、
北
方
の
地
方
行
政

を
司
る
役
所
に
お
け
る
文
書
処
理
シ
ス
テ
ム
、
具
体
的
に
は
管
轄
す
る
地
方
か
ら
の
上
申
文
書
の
処
理
と
、
地
方
に
発
給
さ
れ
る
命
令
文
書
の

発
給
過
程
を
復
元
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
前
期
（
｝
七
ハ
ニ
ー
｝
八
六
八
年
）
に
お
け
る
中
央
行
政
制
度
の
実
態
と
性
格
の

解
明
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
マ
ハ
ー
タ
イ
を
事
例
と
す
る
の
は
、
中
央
官
庁
の
中
で
最
大
の
権
力
を
有
し
て
い
た
役
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ

と
と
、
史
料
的
な
制
約
に
よ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
文
書
処
理
過
程
の
解
明
は
史
料
学
と
い
う
点
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、
当
該
期
の
文
書
史
料
は

歴
史
研
究
に
利
用
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究
の
前
提
と
な
る
は
ず
の
、
文
書
そ
の
も
の
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
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本
稿
は
そ
の
よ
う
な
研
究
の
欠
落
を
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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⊃
蒔
1
①
c
Q
．
、
v
G
Q
嵩
h
蔦
ぴ
ミ
帖
9
窮
ミ
臨
鴇
織
嵩

　
簿
§
恥
．
く
。
ド
一
〇
．
小
泉
順
子
コ
九
世
紀
半
ば
の
ナ
コ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー
マ
ー

　
に
お
け
る
身
分
・
徳
役
制
度
」
『
東
南
ア
ジ
ア
　
　
歴
史
と
文
化
　
　
臨
二
二
、

　
一
九
九
三
年
、
「
バ
ン
コ
ク
朝
と
東
北
地
方
」
池
端
雪
浦
編
『
変
わ
る
東
南
ア
ジ

　
ア
史
像
臨
山
川
出
版
社
、
　
一
九
九
四
年
。

⑤
≦
房
。
戸
0
8
ω
け
呂
8
ζ
＼
．
蜜
g
二
三
げ
O
Φ
段
β
蔓
8
訂
即
ω
。
。
芭
ω
ぎ
？

　
2
誘
価
p
ら
認
H
ヨ
竺
8
国
臣
o
o
も
。
｛
o
吊
し
。
三
富
勺
。
「
§
四
口
。
戸
．
．
『
上
智
ア
ジ
ア
学
㎞
九
、

　
一
九
九
一
年
は
中
央
政
府
の
部
局
に
内
包
さ
れ
る
被
支
配
民
の
構
成
を
明
ら
か
に

　
す
る
も
の
の
、
部
局
の
活
動
そ
の
も
の
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

⑥
ヨ
ぎ
詳
、
．
箔
ぎ
①
滞
Φ
艮
ぴ
6
9
罠
《
門
げ
蝕
〉
儒
巨
ξ
弩
巴
8
…
博
、
ゼ
や
G
。
マ
し
。
蒔
．

⑦
望
α
q
げ
訂
重
字
嬬
♪
O
ミ
w
ミ
恥
§
駄
ぎ
§
、
、
§
§
蔦
§
§
ミ
験
§
§
9
鯉
・

　
ミ
壽
§
ミ
ド
H
ぼ
財
蝉
。
拶
”
O
o
H
旨
Φ
に
d
熱
く
曾
孫
【
メ
N
O
O
押
℃
や
同
一
1
一
刈
咀

⑧
建
み
暑
■
謡
募
り
．

⑨
漆
9
①
壽
章
≦
。
8
朗
象
§
寒
特
ミ
ミ
駐
％
き
§
§
再
涛
凡
ミ
嵩
Q
§
ミ
9
㌶
－

　
鷺
執
ひ
ら
．
c
Q
8
1
N
舘
9
q
o
卜
k
㌦
》
四
馬
ミ
、
ミ
貯
轟
ミ
肉
暮
恥
§
註
貯
、
鼠
O
p
ヨ
ぴ
嵩
匹
α
q
Φ
一

　
〇
き
げ
蕊
α
q
Φ
Q
巳
＜
Φ
邑
受
℃
H
⑦
ω
。
。
る
0
8
も
．
ω
①
．

⑩
富
田
正
弘
門
中
世
史
料
論
」
凹
岩
波
講
座
日
本
通
史
別
巻
3
史
料
論
隔
岩

　
波
書
店
、
～
九
九
五
年
、
二
七
一
二
八
頁
。

⑪
本
稿
で
用
い
た
文
書
史
料
集
と
そ
の
略
号
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　
O
竃
閏
潤
確
”
魏
8
ヨ
の
ヨ
訂
も
餌
片
。
降
（
①
畠
）
㌦
、
O
o
［
罎
鯛
騨
目
当
。
犀
帥
℃
国
げ
勲
ヨ
α
⇔
冨
Φ

　
　
　
　
尾
β
9
眺
．
η
　
き
ら
詠
ミ
討
　
　
℃
浮
。
毒
隠
電
職
§
ド
　
　
＜
o
ピ
　
　
膳
狸
　
　
ゆ
拶
鵠
σ
q
貯
O
パ
一

　
　
　
　
囚
げ
信
目
口
も
。
四
〇
7
鍔
一
り
ゆ
P
b
や
一
I
b
o
①
伊

　
　
O
豊
国
閑
頓
↓
一
系
δ
ヨ
ω
一
巳
餌
℃
麟
パ
。
郎
（
Φ
傷
γ
．
、
O
o
酔
ヨ
倒
讐
蝉
謀
。
片
餌
唱
囚
げ
四
ヨ
㈲
⇒

　
　
　
　
　
ド
Φ
＜
仁
餌
p
（
け
O
）
、
ド
ぎ
．
窺
9
黛
ミ
説
ミ
N
鵯
轟
竃
亀
§
窪
く
。
轡
膳
N
’
ゆ
餌
鵠
α
q
犀
O
犀
一

　
　
　
　
　
函
ず
¢
H
麟
ω
鋤
℃
げ
戸
一
Φ
㎝
P
唱
℃
．
N
Q
o
ω
一
N
c
◎
ρ
■

　
　
O
ζ
跨
り
肖
属
0
9
”
　
嗣
（
げ
櫛
占
餌
　
　
国
P
ヨ
白
目
騨
岡
口
　
　
O
ぴ
四
旨
【
四
　
　
勺
門
鋤
♂
＜
効
瓜
し
り
螺
膏
　
日
げ
9
陣

　
　
　
　
ω
効
旨
⇒
餌
箆
α
犀
ケ
騨
置
犀
鯛
昌
気
鯛
鴫
。
犀
措
け
昏
Q
ヨ
。
葺
昌
（
r
o
8
博
Q
ミ
ミ
ミ
》
ミ
§
織
轟

　
　
　
　
　
〉
蝉
瀞
》
o
醤
∩
S
帖
§
軽
嵩
ミ
’
じ
d
9
口
σ
q
搾
。
〆
一
り
O
り
．

　
　
O
鼠
頃
幻
b
⊃
　
　
O
「
　
ω
．
一
一
刈
一
一
一
一
刈
ω
．
”
　
ソ
肖
薗
P
P
一
門
げ
一
　
℃
H
P
ぴ
○
【
O
ヨ
簿
H
倒
酔
O
ゲ
鯛
昌
信
ω
O
類

　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
勺
莚
げ
野
　

ω
o
ヨ
伍
簿
　
℃
ξ
拶
℃
び
早
早
琶
。
Φ
二
鯛
昌
甲
羅
圏
毘
巴
（
㊦
匹
y
　
G
ミ
§
ミ
浮
勲

　
　
　
　
　
沁
ミ
暮
笥
瀞
島
醤
罫
『
N
Ω
い
殴
N
謎
I
N
殴
鳶
じ
d
四
p
α
q
犀
。
搾
一
ケ
日
P

　
　
O
竃
国
国
b
⊃
噂
く
O
ピ
ω
“
竃
q
昌
昌
匿
げ
一
℃
同
日
げ
O
判
O
響
餌
【
餌
8
げ
似
p
郎
ω
O
p
℃
H
薗
げ
讐
ω
O
ヨ
ら
Φ
け

　
　
　
　
　
騒
げ
鎚
℃
7
昌
悲
調
。
簿
莚
口
9
℃
『
魁
鉱
（
Φ
餌
γ
G
ミ
ミ
ミ
工
臨
沁
織
蒔
き
轟
か
園
嵩
鳳
隷
抽
く
。
一
．

　
　
　
　
　
G
o
▼
⇔
d
効
昌
σ
q
パ
O
F
一
り
。
◎
c
Q
．
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O
竃
川
幻
ω
一
∩
§
ミ
ミ
書
馬
沁
ミ
ら
ぎ
か
ミ
こ
鳶
釦
0
＜
o
グ
切
き
α
q
押
。
げ
w
む
o
Q
刈
．

　
国
内
面
一
　
、
菊
¢
窪
α
q
　
臨
。
紫
碧
　
緊
卍
冨
σ
q
　
図
8
　
件
α
口
　
些
H
　
同
、
ド
　
ぎ
§
ぎ
ミ

　
　
説
ミ
噸
織
ミ
自
費
w
＜
o
一
「
清
し
Q
甲
一
り
逸
り
”
℃
ワ
一
－
置
ρ

　
菊
肉
ζ
客
力
ω
”
沁
匿
§
沁
§
躊
㌶
§
轟
慈
奪
§
肉
ミ
q
ぎ
鶏
ミ
鼻
ゆ
¢
巴
餌
鋤
℃
げ
。
亭

　
　
【
馬
瀬
旨
「
自
σ
q
葬
式
本
甲
一
り
①
り
．

　
↓
ω
囚
囚
…
ω
鶴
臼
建
7
↓
ゲ
弾
子
鉱
土
窯
曙
。
ζ
効
算
げ
鋤
ヨ
。
馨
昌
（
⑦
q
γ
§
鼠
象
㌧
隷
§
、
ミ

　
　
窓
恥
ミ
§
霜
ミ
§
”
》
曳
再
チ
9
《
9
H
り
①
卜
⊃
．

ま
た
以
下
は
文
書
史
料
集
以
外
の
編
纂
更
料
と
略
号
で
あ
る
。

　
内
日
G
o
U
一
さ
』
ミ
ミ
§
惑
忠
ミ
b
§
、
西
撒
く
。
一
ρ
じ
d
Q
⇔
σ
q
搾
。
灘
酒
冨
¢
。
。
竜
げ
押

　
　
一
〇
り
弗

　
℃
℃
菊
恥
”
　
O
α
ヨ
冠
降
ゆ
o
o
き
《
麟
げ
¢
P
　
℃
ぎ
9
げ
似
仲
　
ω
o
ヨ
鳥
Φ
け
　
℃
町
Q
》
　
℃
ミ
臨
N
ミ
N

　
　
ぎ
爲
詠
ミ
沁
ミ
き
寒
冒
鳶
暮
咄
轟
解
く
。
『
Ψ
b
d
雪
α
q
犀
。
犀
一
力
α
⇒
α
q
℃
置
ヨ
↓
7
鉱
堕

　
　
尉
⑩
N
H
l
一
り
P
ω
■

　
な
お
、
タ
イ
国
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
当
該
期
の
手
稿
史
料
は
七
～

七
二
点
、
う
ち
地
方
統
治
関
係
は
三
七
六
三
点
現
存
し
て
い
る
と
い
う
（
芝
巻
芦

U
帥
く
一
q
国
簿
昌
匹
ぐ
く
臨
ω
O
P
　
O
O
昌
ω
3
瓢
O
Φ
ζ
　
．
．
↓
げ
掌
9
坤
閏
一
ω
ε
臨
O
巴
寓
舞
⑳
ほ
四
一
6
◎
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
堕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碍

ゆ
碧
α
q
ざ
〆
、
．
§
鳴
智
§
蓉
』
駄
響
胴
§
鱒
践
帖
Φ
勲
6
r
慰
事
『
篭
■
二
甲
二
ω
）
。
一

方
、
筆
者
が
上
記
史
料
集
か
ら
集
め
た
地
方
統
治
関
係
文
目
は
三
四
七
点
で
あ
る
。

ラタナコーシン朝前期における文書処理システム（川口）

第
一
章
　
ク
ロ
ム
・
マ
ハ
ー
タ
イ
の
組
織
構
造

　
文
書
処
理
過
程
の
解
明
に
先
立
ち
、
マ
ハ
ー
タ
イ
の
機
能
と
組
織
構
造
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
　
八
九
二
年
以
前
の
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ

ン
朝
に
お
い
て
、
中
央
行
政
機
構
は
、
ク
ロ
ム
・
マ
ハ
ー
タ
イ
、
ク
ロ
ム
・
カ
ラ
ー
ホ
ー
ム
（
兵
部
省
）
、
宮
内
省
、
単
車
省
、
大
蔵
省
、
農
務

省
の
六
大
部
局
と
、
そ
の
他
小
規
模
の
部
局
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
マ
ハ
ー
タ
イ
は
カ
ラ
ー
ホ
ー
ム
、
大
蔵
省
と
と
も
に
地
方
統
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
担
当
し
、
そ
の
管
轄
域
は
現
在
の
タ
イ
中
部
、
北
部
、
東
北
部
、
そ
し
て
ラ
オ
ス
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
　
部
で
あ
っ
た
。
無
論
、
理
念
上
の
支

配
域
全
体
に
わ
た
っ
て
、
中
央
政
府
の
権
力
が
平
均
的
に
作
用
し
て
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
中
央
政
府
の
支
配
は
距
離
に
し
た
が
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

弱
ま
り
、
や
が
て
消
え
て
し
ま
う
、
中
心
の
周
り
を
複
数
の
小
さ
な
同
型
物
が
回
転
し
、
離
合
集
散
を
繰
り
返
す
。
そ
の
よ
う
な
東
南
ア
ジ
ア

的
国
家
像
は
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
シ
ャ
ム
に
も
あ
る
程
度
は
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
、
と
に
も
か
く
に
も
マ
ハ
ー
タ
イ
や
カ
ラ
ー
ホ
ー
ム
に
は
、

も
ろ
も
ろ
の
地
方
権
力
と
の
報
告
と
命
令
i
I
そ
の
頻
度
と
内
容
に
よ
っ
て
支
配
の
強
弱
が
現
れ
る
の
だ
ろ
う
が
…
一
の
圓
路
が
集
約
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
役
所
が
受
理
・
発
給
し
た
文
書
を
史
料
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す
る
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
必
然
的
に
、

そ
れ
を
生
み
出
し
た
中
央
行
政
組
織
に
目
を
向
け
、
文
書
が
受
理
さ
れ
、
あ
る
い
は
生
成
さ
れ
、
保
管
さ
れ
た
の
ち
現
在
ま
で
伝
来
し
て
き
た

67　（855）



過
程
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
マ
ハ
一
票
イ
の
み
な
ら
ず
、
前
近
代
タ
イ
の
行
政
組
織
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
る
際
に
、
ま
ず
参
照
す
る
べ
き
史
料
は
、
『
三
子
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
文
官
位
階
田
表
」
で
あ
る
。
こ
の
表
は
官
吏
の
官
位
（
ぴ
9
面
傷
似
ω
⇔
搾
）
・
欽
賜
名
（
韓
。
訂
録
宕
琶
謬
）
、
役
職
、
位

　
　
　
　
　
⑤

濡
濡
（
ω
跨
傍
心
似
）
を
部
局
ご
と
に
列
挙
し
た
一
種
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
史
料
の
少
な
い
前
近
代
タ
イ
の
行
政
機
構
を
知
る
う
え
で
高
い
価
値
を

持
つ
が
、
一
方
で
そ
の
制
定
年
代
と
テ
ク
ス
ト
の
改
変
が
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。
『
影
印
法
典
』
自
体
は
一
八
〇
五
年
に
一
世
王
の
勅
命
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
法
令
集
で
あ
り
、
ア
ユ
タ
ヤ
朝
か
ら
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
初
期
ま
で
に
制
定
さ
れ
た
法
令
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
編
纂
時

に
か
な
り
の
改
変
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「
文
官
位
階
田
表
」
も
例
外
で
は
な
く
、
テ
ク
ス
ト
に
記
さ
れ
た
王
名
と
年
号
か

ら
、
ト
ラ
イ
ロ
ー
カ
ナ
ー
ト
王
（
～
四
四
八
－
八
八
年
）
が
制
定
し
た
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
官
名
の
列
挙
で
あ
る
た
め
、
後
代
に
お
け

る
改
変
の
再
能
性
が
高
く
、
ど
の
部
分
が
い
つ
の
時
代
を
反
映
し
て
い
る
の
か
が
常
に
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
有
益
な
史
料
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
博
士
論
文
に
付
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
「
武
官
と
文
官
、
カ
ラ
ー
ホ
ー
ム
と
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ハ
ー
タ
イ
（
ζ
聾
§
団
碧
島
Ω
〈
田
呂
〉
隠
9
9
白
魯
β
囚
δ
白
白
巴
四
ぽ
○
日
磐
山
房
。
筥
窓
餌
訂
欝
巴
」
と
題
さ
れ
た
リ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今

日
タ
イ
国
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
一
八
五
七
年
に
作
成
さ
れ
た
官
吏
の
リ
ス
ト
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
同
時
代
史
料
と
い
う

点
で
は
、
「
文
官
位
階
田
表
」
よ
り
も
価
値
が
あ
る
。
こ
の
リ
ス
ト
と
「
文
官
位
階
田
表
」
を
比
較
す
る
と
、
両
者
に
見
え
る
マ
ハ
ー
タ
イ
の

中
心
部
分
の
組
織
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
、
少
な
く
と
も
「
文
官
位
階
田
表
」
の
マ
ハ
計
画
イ
の
記
述
は
、
当
該
期
の

官
制
を
か
な
り
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
「
文
官
位
階
田
表
」
の
記
述
を
中
心
と
し
て
、
適
宜
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
リ
ス
ト

に
言
及
し
な
が
ら
マ
ハ
ー
タ
イ
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
た
だ
し
、
本
稿
の
目
的
に
鑑
み
、
官
吏
の
説
明
は
文
書
処
理
に
関

係
し
て
い
た
も
の
を
中
心
と
す
る
。

　
そ
れ
で
は
、
ま
ず
省
内
の
組
織
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
マ
ハ
ー
タ
イ
は
五
つ
の
組
織
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
中
央
民
部
局

（
年
。
臼
濠
9
訂
欝
巴
匿
習
σ
q
）
、
北
方
担
当
民
部
局
（
寄
。
ヨ
ζ
聾
鋒
匿
閃
蹴
乱
撃
）
、
パ
ラ
ム
パ
ン
担
当
民
部
局
（
寄
。
置
ζ
聾
翠
ゲ
鉱
萄
思
℃
訂
－
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⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

一
婁
喜
き
σ
q
）
、
地
方
警
察
局
（
閑
吟
O
ヨ
ζ
P
『
倒
け
け
7
P
一
8
鋤
H
P
凪
β
鋤
け
勺
げ
繭
け
α
昌
）
、
地
域
警
察
局
（
寄
。
ヨ
ζ
聾
鋒
冨
一
日
目
霞
臣
叶
勺
訂
び
轡
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら

五
部
局
の
職
掌
上
の
差
は
不
明
で
あ
る
。
マ
ハ
ー
タ
イ
の
後
身
で
あ
る
内
務
省
の
大
臣
を
務
め
た
ダ
ム
ロ
ン
親
王
は
、
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
夏
期

に
は
、
前
者
三
部
局
に
組
織
上
の
壁
は
な
く
、
そ
の
職
掌
も
か
つ
て
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
誰
も
知
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
と
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
い
る
。
ま
た
、
二
つ
の
警
察
局
も
や
は
り
職
掌
が
不
明
に
な
っ
て
お
り
、
人
員
支
配
の
単
位
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
警
察
周
の

官
吏
は
本
稿
の
議
論
で
も
ほ
と
ん
ど
関
係
し
て
こ
な
い
の
で
説
明
は
省
く
。
な
お
、
以
下
の
説
明
で
は
、
官
位
は
当
該
期
の
も
の
を
記
し
、
ま

た
煩
環
に
な
る
た
め
長
い
欽
賜
名
は
適
宜
省
略
す
る
。

　
マ
ハ
ー
タ
イ
の
大
臣
は
サ
ム
ハ
ナ
ー
ヨ
ッ
ク
（
民
部
大
臣
）
と
い
う
官
職
名
を
帯
び
、
「
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
・
チ
ャ
タ
リ
ー
」
と
い
う
官
位
・

欽
賜
名
を
持
つ
。
た
だ
し
当
該
期
の
民
部
大
臣
は
「
チ
ャ
タ
リ
ー
」
と
い
う
名
を
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
す
べ
て
別
の
欽
賜
名
を
帯
び
て
い
る
。

位
階
田
は
非
王
族
と
し
て
は
最
高
の
一
万
で
あ
り
、
兵
部
大
臣
（
ω
婁
魯
巷
画
影
巴
鋒
α
旨
）
と
と
も
に
ア
ッ
カ
マ
ハ
ー
セ
！
ナ
ー
ボ
デ
ィ
i
（
宰

相
）
と
呼
ば
れ
、
他
の
四
省
の
大
臣
よ
り
も
格
が
上
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
大
臣
の
下
に
奏
聞
担
当
次
官
（
唱
p
聾
肖
冨
⇔
。
琶
9
α
q
）
と
帳
簿
担
当
次
官
（
冨
或
げ
雪
。
邑
が
配
さ
れ
て
い
た
。
な
お
文
書
史
料
の
中
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
の
両
官
職
は
そ
れ
ぞ
れ
「
ト
ン
チ
ュ
ア
ッ
ク
（
肖
O
⇔
O
げ
口
吟
犀
）
」
、
「
プ
ラ
ー
イ
チ
ュ
ア
ッ
ク
（
祉
職
。
ざ
鋳
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　
二
人
の
次
官
に
続
い
て
、
書
記
宮
（
6
0
鋤
ヨ
一
9
謬
け
噌
似
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
「
文
官
位
階
田
表
」
で
は
ク
ン
・
ピ
ピ
ッ
ト
ア
ク
ソ
ン
と
い
う
名
を

帯
び
る
一
方
で
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
収
録
す
る
リ
ス
ト
で
は
ピ
霞
目
α
q
℃
訂
。
げ
8
鼠
或
と
な
っ
て
お
り
、
欽
賜
名
が
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
同

時
代
史
料
の
中
で
は
「
ル
ア
ン
・
ア
ッ
カ
ス
ン
ト
ー
ン
」
と
い
う
、
さ
ら
に
別
の
欽
賜
名
を
帯
び
た
書
記
官
も
見
え
る
。

　
書
記
官
に
続
い
て
、
お
そ
ら
く
罰
法
に
関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
密
僚
男
名
、
そ
し
て
万
人
頭
（
7
轟
日
q
づ
）
と
千
人
頭
（
げ
轟
9
磐
）
が

そ
れ
ぞ
れ
四
名
置
か
れ
て
い
る
が
、
文
書
処
理
に
は
ほ
と
ん
ど
関
っ
て
こ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
千
人
頭
に
続
い
て
「
ナ
ー
イ
ウ
ェ
ー
ン
（
邑
≦
9
）
」
な
る
官
吏
が
四
書
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
位
階
田
は
二
百
ラ
イ
で
、
中
央
民
部
局
の

中
で
は
最
下
級
の
役
人
で
あ
る
。
ダ
ム
ロ
ン
親
王
は
、
ナ
ー
イ
ウ
ェ
ー
ン
は
議
政
堂
（
ω
巴
鋤
興
尊
旨
）
に
当
直
す
る
（
鼠
・
）
義
務
が
あ
り
、
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⑬

た
め
に
「
ナ
ー
イ
ウ
ェ
ー
ン
（
当
直
宮
）
」
と
い
う
、
と
述
べ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
語
源
を
意
識
し
、
「
当
直
官
」
と
い
う
訳
語
を
充
て
て
お
く
。

　
次
に
北
方
担
当
民
部
局
に
つ
い
て
で
あ
る
。
局
長
（
o
鋤
。
ζ
o
ヨ
）
「
プ
ラ
ヤ
ー
・
マ
ハ
ー
ア
ム
マ
ー
ト
」
の
位
階
田
は
民
部
大
臣
に
次
ぐ
三
千

ラ
イ
で
あ
る
。
こ
の
官
僚
は
、
マ
ハ
ー
タ
イ
が
作
成
し
た
文
書
や
帳
簿
の
中
で
は
「
チ
ャ
オ
ク
ン
・
フ
ァ
ー
イ
ヌ
ア
（
＄
。
写
§
國
・
舞
北
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

卿
）
」
と
も
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
局
に
は
、
奏
聞
担
当
翻
局
長
（
腿
聾
§
冒
。
審
｝
9
α
q
）
、
帳
簿
担
当
副
局
長
（
三
重
げ
き
畠
同
）
が

　
　
　
　
　
　
⑮

置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
二
者
に
続
い
て
、
ム
ー
ン
級
の
役
人
が
四
名
、
千
人
頭
が
芝
繋
配
さ
れ
て
い
る
。

　
パ
ラ
ム
パ
ン
担
当
民
部
局
は
、
局
長
と
左
右
二
名
の
副
局
長
、
お
よ
び
ム
ー
ン
級
の
役
人
を
持
っ
て
い
た
。

　
以
上
が
マ
ハ
ー
タ
イ
の
組
織
構
造
の
大
枠
で
あ
る
。
「
皇
宮
位
階
田
表
」
に
は
さ
ら
に
官
吏
の
リ
ス
ト
が
続
い
て
い
く
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
所

収
の
リ
ス
ト
に
は
そ
れ
ら
の
官
吏
の
名
は
見
え
な
い
し
、
文
書
処
理
に
も
関
っ
て
こ
な
い
の
で
雷
及
し
な
い
。
そ
れ
で
は
次
章
か
ら
文
書
処
理

過
程
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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①
カ
ラ
ー
ホ
ー
ム
は
南
タ
イ
を
、
大
蔵
省
は
シ
ャ
ム
湾
沿
岸
部
を
管
轄
し
て
い
た
。

②
↓
慧
ぼ
鼻
ω
雷
巳
塁
冒
葦
円
p
。
温
き
、
ミ
G
§
心
§
6
、
ミ
ミ
§
、
ミ
沁
§
。
§
ミ
h

　
眠
鱒
ミ
営
駄
b
目
窪
時
ミ
§
職
国
N
§
賊
謡
§
ミ
§
ミ
曼
隠
§
葛
睾
§
，
詩
ミ
b
u
§
や

　
鷺
§
℃
鼠
客
Φ
毛
ぺ
。
爵
　
O
叫
ヨ
訂
こ
α
q
Φ
¢
駄
く
Φ
邑
受
甲
Φ
ω
ω
レ
零
①
も
娼
．
一
8
山
も
。
一
．

③
囚
6
ω
P
＜
。
日
押
薯
』
お
幽
々
刈
．

④
官
位
は
上
か
ら
ソ
ム
デ
ッ
ト
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
、
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
（
チ
ャ
オ

　
パ
ヤ
ー
）
、
プ
ラ
ヤ
i
（
パ
ヤ
i
）
、
プ
ラ
、
ク
ン
、
ム
ー
ン
、
パ
ン
で
あ
る
。
欽

　
賜
名
と
は
役
職
ご
と
に
用
意
さ
れ
た
名
で
あ
り
、
官
位
に
続
け
て
記
さ
れ
る
。
一

　
度
官
職
を
得
る
と
、
本
名
は
用
い
ら
れ
ず
、
官
位
と
欽
西
名
で
呼
ば
れ
、
役
職
を

　
変
え
る
ご
と
に
欽
賜
名
も
変
わ
っ
て
い
く
。
史
料
に
現
れ
る
官
吏
の
ほ
と
ん
ど
は
、

　
高
官
を
除
い
て
そ
の
本
名
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
い
つ
役
職
を
変
え
た
の

　
か
も
分
か
ら
な
い
。

⑤
位
階
田
と
は
王
か
ら
名
目
的
に
賜
る
田
地
の
面
積
で
あ
り
、
そ
の
者
の
社
会
的

　
地
位
を
示
す
指
標
で
あ
る
。
単
位
は
ラ
イ
（
　
ラ
イ
隠
～
六
〇
〇
㎡
）
で
あ
る
。

⑥
芝
穿
。
p
O
8
。
。
〔
磐
8
《
．
u
、
．
ω
翼
㊦
p
巳
ω
。
。
陣
Φ
蔓
冒
夢
①
”
臨
σ
Q
昌
。
｛
竃
。
お
－

　
ざ
F
一
G
◎
㎝
￥
一
。
◎
①
G
。
…
↓
げ
魯
㌶
郷
住
§
ひ
①
Φ
く
①
o
｛
竃
o
q
霞
巳
鑓
け
δ
銑
、
下
げ
．
∪
・

　
爵
霧
グ
O
o
藁
㊦
に
¢
幽
く
負
ω
諜
ざ
喝
唱
．
c
。
卜
⊃
マ
。
。
卜
。
鼻
．
な
お
タ
イ
国
立
図
書
館
に
お
け

　
る
、
原
史
料
の
整
理
番
号
は
O
竃
国
・
幻
．
倉
感
一
P
〈
o
一
．
一
．
で
あ
る
。

⑦
パ
ラ
ム
パ
ン
の
意
味
は
不
明
。
ダ
ム
ロ
ン
親
王
は
も
と
も
と
こ
の
部
局
は
大
砲

　
を
運
ぶ
役
目
を
負
っ
て
い
た
と
す
る
が
（
U
餌
ヨ
お
訂
α
q
幻
鱗
畠
弩
巷
薮
ワ

　
囚
δ
画
聖
茜
轟
§
爵
奪
ミ
魎
§
悔
b
d
雪
α
q
ぎ
搾
ζ
蝕
誓
書
b
O
O
卜
⊃
（
一
⑩
N
O
）
も
9
8
）
、

　
根
拠
は
示
し
て
い
な
い
。

⑧
「
文
富
位
階
田
表
」
自
体
に
は
中
央
民
部
局
の
語
は
見
え
な
い
し
、
こ
の
五
部

　
局
以
降
も
官
吏
の
リ
ス
ト
は
続
い
て
い
る
。
　
工
力
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
所
収
の
リ
ス
ト

　
は
、
前
三
者
の
部
局
の
み
を
掲
げ
る
。
た
だ
し
中
央
民
部
局
を
大
島
民
部
局

　
（
瞬
H
O
ヨ
ζ
鶉
ゲ
P
9
げ
餌
一
面
口
論
9
一
）
と
記
し
て
い
る
し
、
二
つ
の
警
察
局
は
こ
の
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部
局
に
包
含
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ム
ロ
ン
親
王
は
、
申
央
民
部
局
は
大
団
局

　
（
囚
「
O
ヨ
　
竃
q
尾
餌
一
）
と
も
言
う
と
し
て
お
り
（
尊
ミ
も
唱
．
㎝
O
よ
一
）
、
ウ
ィ
ル
ソ

　
ン
所
収
の
リ
ス
ト
に
雷
う
大
団
円
部
局
と
は
、
ダ
ム
ロ
ン
親
王
の
酬
う
大
団
局
に

　
当
た
る
。

⑨
u
p
署
8
α
q
“
§
ミ

⑩
官
位
・
欽
賜
名
は
そ
れ
ぞ
れ
門
プ
ラ
ヤ
ー
・
ラ
…
チ
ャ
ニ
ク
ン
」
、
「
プ
ラ
ヤ
ー

　
（
プ
ラ
）
・
シ
ー
サ
ハ
テ
ー
プ
」
で
あ
る
。
な
お
四
海
王
期
に
欽
賜
名
が
そ
れ
ぞ

　
れ
「
ラ
ー
チ
ャ
ウ
ォ
…
ラ
ヌ
ク
ー
ン
」
、
「
シ
ー
シ
ン
ハ
テ
ー
プ
」
に
変
更
さ
れ
て

　
い
る
。

⑪
○
竃
国
三
型
ρ
㍗
ω
。
。
猷
p
．
ω
は
、
マ
ハ
ー
タ
イ
の
文
書
草
案
に
現
れ
る
「
プ

　
ラ
ー
イ
チ
ュ
ア
ッ
ク
（
以
下
P
C
）
」
を
小
姓
局
（
潤
δ
箏
竃
接
監
興
）
の
官
僚

　
で
あ
る
と
注
記
し
て
い
る
。
確
か
に
「
文
官
位
階
田
表
」
の
小
姓
局
の
条
に
は
、

　
「
ト
ン
チ
ュ
ア
ッ
ク
（
以
下
T
C
と
と
P
C
と
い
う
役
職
が
記
さ
れ
て
い
る

　
（
囚
↓
ω
P
く
9
H
も
』
b
。
ω
）
。
し
か
し
筆
者
は
そ
う
で
な
く
、
P
C
と
は
マ

　
ハ
ー
タ
イ
の
帳
簿
担
当
次
宮
の
異
称
で
あ
る
と
考
え
る
。
理
由
は
次
の
と
お
り
で

　
あ
る
。
～
八
五
九
年
に
作
成
さ
れ
た
命
令
文
書
の
草
案
の
冒
頭
に
は
、
「
ペ
チ
ャ

　
ブ
リ
…
へ
の
行
幸
に
同
行
し
て
い
る
T
C
、
P
C
に
宛
て
た
小
ト
ラ
ー
の
草
案
」

　
と
記
さ
れ
て
い
る
（
○
鋒
国
鎮
客
O
甲
や
ト
⊃
O
o
駆
）
。
ト
ラ
ー
（
印
章
の
意
）
と
は
後
述

　
す
る
が
、
地
方
へ
の
命
令
文
書
の
呼
称
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
茶
頭
に
記
さ
れ
て
い

　
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
注
記
は
そ
の
料
紙
に
存
在
す
る
草
案
の
題
目
と
考
え
て
よ
い
。

　
そ
の
命
令
文
書
草
案
本
体
に
記
さ
れ
た
宛
先
は
、
プ
ラ
ヤ
ー
・
ラ
…
チ
ャ
ウ
ォ
ー

　
ラ
ヌ
ク
ー
ン
と
プ
ラ
・
シ
ー
サ
ハ
テ
ー
プ
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
欽
賜
名
か
ら
T

　
C
、
P
C
と
は
奏
聞
担
当
次
官
と
帳
簿
担
当
次
官
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
ト
ン
」
と
「
プ
ラ
ー
イ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
始
め
」
と
「
終
わ
り
」
を
意
味
す
る

　
こ
と
か
ら
、
官
僚
の
序
列
を
考
慮
す
れ
ば
、
T
C
が
奏
聞
担
叢
次
官
、
P
C
が
帳

　
簿
担
当
次
官
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
ブ
ラ
ヤ
ー
・
シ
…

　
サ
ハ
テ
ー
プ
を
、
ロ
ー
ム
・
プ
ラ
ラ
ー
チ
ャ
ワ
ン
局
長
代
理
に
任
命
す
る
勅
書

　
（
陸
餌
日
困
簿
も
り
昏
軽
口
α
Q
）
が
P
C
に
届
け
ら
れ
て
い
る
事
実
も
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う

　
（
囚
訂
莚
囚
四
露
讐
舞
習
○
訂
日
茜
℃
茜
≦
翁
漬
ω
嬰
↓
ぎ
陣
ω
悌
日
暴
箪
鍵
訂
陣
葺
冨
⇒

　
累
思
雷
9
冨
ヨ
。
纂
昌
（
巴
ア
》
§
ぎ
ミ
ミ
帖
沁
§
警
、
麟
く
。
ド
や
ト
⊃
’
b
d
嘗
σ
q
ぎ
ぎ

　
む
㊤
G
。
も
℃
．
o
。
卜
。
あ
ω
）
。

⑫
宮
位
・
欽
賜
名
は
「
ナ
ー
イ
・
ク
ウ
ェ
ー
ン
扁
、
門
ナ
…
イ
・
チ
ャ
ム
ナ
ー
ン
」
、

　
「
ナ
ー
イ
・
ク
ア
ン
ル
…
ア
ッ
ト
」
、
「
ナ
ー
イ
・
ラ
ッ
ト
ト
ル
ア
ッ
ト
」
で
あ
る
。

⑬
一
）
餌
韓
。
茜
”
曾
．
ミ
も
’
G
。
①
’

⑭
○
ζ
鵠
ζ
諸
ρ
や
念
」
P
ω
は
「
チ
ャ
オ
ク
ン
・
フ
ァ
…
イ
ヌ
ア
（
以
下
C

　
N
と
は
民
部
大
艶
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
以
下
の
理
由
か
ら
、
C
N
は
民

　
部
大
臣
で
は
な
く
北
方
担
当
民
部
局
長
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
C
N
は
民

　
部
大
臣
で
は
あ
り
え
な
い
。
第
四
章
で
述
べ
る
が
、
一
八
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年

　
代
に
か
け
て
、
民
部
大
臣
が
首
都
不
在
時
に
は
C
N
が
命
令
文
書
の
発
給
を
裁
可

　
し
て
い
た
。
ま
た
、
「
小
暦
～
一
九
二
年
（
一
八
三
〇
年
）
捺
印
台
帳
」

　
（
○
竃
頃
菊
ω
》
＜
o
一
■
㎝
甲
℃
で
．
O
Q
り
1
劇
刈
）
（
詳
し
く
は
第
四
章
参
照
）
は
マ
ハ
ー
タ
イ

　
か
ら
発
給
さ
れ
た
誰
宛
の
ど
の
文
書
に
捺
印
し
た
か
を
日
付
順
に
記
し
た
帳
簿
で

　
あ
る
が
、
こ
の
史
料
の
中
で
、
民
部
大
臣
は
発
信
者
と
し
て
、
北
方
担
当
罠
部
局

　
長
と
C
N
は
文
書
の
宛
先
と
し
て
現
れ
る
。
「
台
帳
扁
は
首
都
に
あ
る
マ
ハ
ー
タ

　
イ
か
ら
地
方
に
宛
て
た
文
書
の
発
送
記
録
と
も
言
え
る
か
ら
、
大
臣
は
首
都
に
、

　
北
方
担
当
民
部
局
長
と
C
N
は
地
方
に
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、

　
大
臣
と
C
N
は
別
の
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
北
方
担
当
畏
部
局
長
と
C
N
は

　
同
一
入
物
な
の
だ
ろ
う
か
。
「
台
帳
」
は
発
給
さ
れ
た
文
習
の
内
容
が
摘
記
さ
れ

　
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
両
者
に
宛
て
ら
れ
た
文
書
は
と
も
に
被
支
配
民
の
処
置
に

　
関
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
台
帳
」
に
記
さ
れ
た
文
書
の
宛
先
か
ら
、

　
C
N
は
当
時
ピ
チ
ャ
イ
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
北
方
担
当
民
部
局
長
も

　
他
の
史
料
か
ら
、
同
時
期
に
ル
ア
ン
ブ
ラ
バ
ー
ン
か
ら
移
送
さ
れ
て
き
た
被
支
配

　
民
の
所
属
先
の
調
査
の
た
め
に
、
ピ
チ
ャ
イ
に
赴
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

　
（
○
竃
等
軸
ω
轟
く
。
｝
．
α
も
唱
■
①
甲
①
㊤
為
O
馬
①
）
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、
こ
の
と
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き
北
方
担
当
民
部
局
長
と
C
N
が
同
じ
よ
う
な
任
務
を
帯
び
て
、
同
じ
地
域
に
い

た
こ
と
に
な
り
、
両
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
い
と
醤
え
よ
う
。
C
N

が
北
方
担
当
民
部
局
長
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
そ
の
名
称
に
も
納
得
が
い
く
。
す

な
わ
ち
、
「
チ
ャ
オ
ク
ン
・
サ
ッ
サ
デ
ィ
（
入
国
登
録
卿
）
」
と
か
「
チ
ャ
オ
ク

ン
・
ク
ロ
マ
タ
ー
（
港
務
周
卿
）
」
と
い
っ
た
語
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
C
N

と
は
「
チ
ャ
オ
ク
ン
・
ク
ロ
ム
・
マ
ハ
ー
タ
イ
・
フ
ァ
ー
イ
ヌ
ア
（
北
方
担
嶺
民

　
部
局
卿
）
」
の
略
称
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
決
定
的
な
史
料
は
欠
く
も
の
の
、

　
本
稿
で
は
C
N
と
は
北
方
担
当
民
部
局
長
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
議
論
を
進
め
る

　
こ
と
と
す
る
。

⑮
官
位
・
欽
無
名
は
そ
れ
ぞ
れ
〔
ル
ア
ン
（
プ
ラ
）
・
ラ
ー
チ
ャ
セ
ー
ナ
ー
し
、

　
「
ル
ア
ン
（
プ
ラ
）
・
シ
ー
セ
ー
ナ
ー
」
で
あ
る
。
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第
二
章
　
上
申
文
書
の
処
理
過
程

　
バ
ン
コ
ク
王
朝
前
期
に
お
け
る
文
書
処
理
過
程
に
つ
い
て
、
体
系
的
に
記
述
さ
れ
た
同
時
代
史
料
は
、
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。
『
三
印

法
典
』
に
収
録
さ
れ
た
法
令
に
断
片
的
な
記
述
が
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
か
ら
文
書
処
理
シ
ス
テ
ム
の
全
体
像
を
提
示
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
今

日
、
わ
れ
わ
れ
が
参
照
し
う
る
唯
一
の
史
料
は
、
本
稿
で
も
す
で
に
利
用
し
て
い
る
ダ
ム
ロ
ン
親
王
の
手
に
な
る
『
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン
』
に

見
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。
こ
の
文
献
は
親
王
が
一
九
世
紀
五
二
〇
世
紀
初
頭
に
行
っ
た
地
方
行
政
改
革
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
時

代
史
料
で
は
な
い
の
だ
が
、
他
に
文
書
処
理
過
程
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
録
が
存
在
し
な
い
以
上
、
ま
ず
こ
こ
に
見
ら
れ
る
記
述
を
見
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
章
に
お
い
て
は
、
ま
ず
ダ
ム
ロ
ン
親
王
の
記
述
を
紹
介
し
た
の
ち
、
同
時
代
史
料
に
よ
っ
て
、
可
能
な
限
り
文
書
処

理
過
程
を
復
元
す
る
と
い
う
手
続
き
を
と
る
こ
と
と
す
る
。

　
親
王
は
こ
の
よ
う
な
過
程
を
描
い
て
い
る
。
す
べ
て
の
上
申
文
書
は
王
宮
内
に
設
置
さ
れ
た
議
政
堂
に
詰
め
る
当
直
官
が
接
受
し
、
個
人
宛

の
文
書
で
あ
れ
ば
開
封
せ
ず
名
宛
人
に
送
ら
れ
る
。
省
画
の
文
書
は
当
直
官
が
開
封
・
閲
覧
し
た
の
ち
、
奏
聞
担
当
次
官
を
経
由
し
て
大
臣
に

届
け
ら
れ
る
。
大
臣
は
上
奏
の
要
不
要
を
判
断
し
、
上
奏
す
る
際
は
上
申
文
書
の
写
し
を
奏
聞
担
当
次
官
に
作
成
さ
せ
る
。
そ
し
て
午
前
と
夕

刻
に
行
わ
れ
る
謁
見
時
に
、
大
臣
が
上
奏
し
た
の
ち
、
奏
聞
担
当
次
官
が
上
申
文
書
の
写
し
を
音
読
し
、
国
王
に
内
容
を
伝
達
す
る
。
聞
き
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

え
た
国
王
は
口
頭
で
勅
命
を
下
す
の
で
、
奏
聞
担
当
次
官
が
こ
れ
を
記
憶
す
る
。
こ
の
過
程
を
図
示
し
た
も
の
が
図
1
で
あ
る
。



　
こ
の
よ
う
な
過
程
を
ダ
ム
ロ
ン
親
王
は
描
い
て
い
る
の
だ
が
、
公
刊
さ
れ
た
文
書
か
ら
検
討
で
き
る
の
は
そ
の
過
程
の
う
ち
、
以
下
の
二
点

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
直
官
が
議
政
堂
で
す
べ
て
の
上
申
文
書
を
接
受
し
て
い
た
こ
と
と
、
一
日
二
度
の
謁
見
時
に
奏
聞
担
当
次
官
が
上
申

文
書
を
読
み
上
げ
て
国
王
に
内
容
を
伝
達
し
て
い
た
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。
文
書
処
理
過
程
に
関
す
る
ダ
ム
ロ
ン
親
王
の
記
述
全
体
か
ら
、
当

直
官
と
奏
聞
担
当
次
官
の
重
要
性
が
予
想
さ
れ
、
か
つ
国
王
へ
の
情
報
伝
達
は
主
と
し
て
謁
見
に
際
し
て
口
頭
で
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
推
測

さ
れ
る
た
め
、
こ
の
二
点
は
重
要
性
が
高
い
と
言
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
上
申
文
書
の
接
受
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
。
上
申
文
書
に
限
ら
ず
、
前
近
代
タ

ラタナコーシン朝前期における文書処理システム（川口）

　　　　図1　ダムロン親王が描いた上申文書の処理過程

⑨謁見時に読み上げて上奏

官僚

王国

⑧謁見時に上奏

大臣　⑥上奏の要不要を判断

⑤当直宮が読み上げて上申

奏聞担当次官　⑦写し作成

③’個人宛の文書

②接受　③省宛の文書は開封して閲覧

　　④提出

当直宮

　　①送付

首都・地方

イ
の
書
簡
文
は
お
お
む
ね
以
下
の
よ
う
な
構
成
を
採
る
。
す
な
わ
ち
、
①
「
書
簡
」
と
か

「
国
書
」
と
い
っ
た
、
そ
の
文
書
の
性
質
を
示
す
語
、
②
宛
名
書
き
、
必
要
に
応
じ
て
③

第
三
者
に
文
書
を
取
り
次
ぐ
よ
う
に
求
め
る
依
頼
文
、
④
前
置
詞
象
鉱
に
続
け
て
本
文
、

④
文
書
の
性
質
を
示
す
語
（
①
に
対
応
す
る
）
と
日
付
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
中

央
政
府
で
誰
が
地
方
か
ら
文
書
を
接
受
し
て
い
た
か
を
知
る
に
は
、
上
申
文
書
の
宛
名
書

き
と
依
頼
文
を
検
討
す
る
こ
と
が
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝

前
期
に
お
い
て
地
方
か
ら
の
文
書
に
は
、
朝
貢
国
王
か
ら
送
ら
れ
る
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン

（
ω
巷
否
否
葵
。
・
o
口
善
美
な
る
文
字
の
意
）
と
呼
ば
れ
る
文
書
と
、
朝
貢
国
・
地
方
国
を
問
わ

ず
用
い
ら
れ
る
上
申
書
（
び
鉱
び
昆
b
塔
α
q
ω
q
げ
算
）
の
二
種
類
が
あ
る
。
が
、
上
申
文
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

多
く
は
、
上
申
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
　
・
上
申
書
の
区
別
に
関
ら
ず
、
定
型
的
な
宛
名
書
き

と
依
頼
文
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

　
　
（
A
）
私
…
…
（
発
信
者
名
）
よ
り
、
議
政
堂
の
閣
僚
閣
下
に
奉
り
、
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま

　
　
す
。

73　（861）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
（
写
碧
訂
8
0
…
…
写
α
℃
H
雪
ぴ
讐
語
餌
覧
お
田
富
冨
ご
p
。
8
回
忌
巳
欝
写
§
暴
も
・
巴
似
ゲ
曽
冨
9
）

　
　
（
B
）
私
…
…
（
発
信
君
名
）
よ
り
、
主
席
当
直
官
に
奉
り
ま
す
。
議
政
堂
の
閣
僚
閣
下
に
上
申
し
、
お
知
ら
せ
さ
れ
ん
こ
と
を
。

　
　
　
（
写
9
訂
8
。
…
…
匪
α
唱
困
p
巳
げ
象
日
旨
旨
お
自
答
睾
愚
一
悪
p
写
α
紆
ζ
き
写
毒
ξ
碧
H
賦
昌
喜
磐
餌
ぎ
8
8
爵
気
移
甲
骨
岩
髭
。
・
蹉
鋸
『
巴

　
　
　
　
④

　
　
　
。
。
琶

の
二
種
類
で
あ
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
（
A
）
は
「
議
政
堂
の
閣
僚
（
ぽ
葬
毎
8
も
。
器
）
」
に
、
（
B
）
は
「
主
席
当
直
官
（
鐸
喜
雪

琶
寒
け
）
」
に
宛
て
て
、
「
議
政
堂
の
閣
僚
」
に
取
り
次
ぐ
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
（
A
）
（
B
）
と
も
に
「
議
政
堂
の

閣
僚
」
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
二
種
類
の
宛
名
書
き
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
工
専
法
典
撫
に
収
録
さ
れ
て
い
る
勅
命
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
案
に
つ
い
て
地
方
に
対
し
て
報
告
を
義
務
付
け
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
際
、

ほ
ぼ
必
ず
「
議
政
堂
の
閣
僚
」
が
届
け
出
先
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
七
五
二
年
に
制
定
さ
れ
た
「
旧
勅
令
コ
ご
に
は
、
証
印
の

な
い
通
行
許
可
証
を
持
っ
て
い
た
不
審
人
物
は
、
地
方
国
主
・
役
人
の
も
と
へ
移
送
し
、

　
　
審
理
の
結
果
、
賊
と
判
明
し
、
強
盗
・
詐
取
・
窃
盗
の
罪
が
明
ら
か
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
足
に
焼
印
を
捺
し
、
議
政
堂
の
閣
僚
に
文
書
に
て
上
申
し
、
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
柄
を
移
管
せ
し
め
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
「
旧
勅
令
」
に
い
く
つ
か
事
例
が
見
え
る
が
、
や
は
り
宛
先
は
「
議
政
堂
の
閣
僚
」
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
法
令
上
の
規
定
に
影
響
を
受
け
て
、
（
A
）
の
よ
う
な
宛
先
が
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
「
議
政
堂
の
閣

僚
」
と
は
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
通
説
で
は
「
議
政
堂
の
閣
僚
」
は
大
臣
と
・
稼
高
部
局
の
長
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
評
議
会
で
あ
り
、
行
政
～
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
扱
い
、
決
定
を
布
告
と
し
て
発
布
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
機
能
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
構
成
員
を
見
て
み
よ
う
。
今
日
、

ア
ユ
タ
ヤ
時
代
も
含
め
て
「
議
政
堂
の
閣
僚
」
の
構
成
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
『
三
田
法
典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
旧
勅
令
二
　
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

七
四
三
年
）
、
三
六
条
律
（
一
七
五
八
年
）
、
勅
令
二
（
～
七
八
二
年
）
の
三
篇
の
法
令
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
令
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
議
政
堂
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

閣
僚
」
の
構
成
メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
、
確
か
に
多
く
は
大
臣
や
局
長
な
ど
の
高
級
官
僚
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
構
成
に
か
な
り
の
異
同
が
見
ら
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れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
か
ら
、
「
議
政
堂
の
閣
僚
」
は
「
評
議
会
」
と
い
う
よ
う
な
確
固
と
し
た
組
織
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
国
政
に
参
与

す
る
高
級
官
僚
た
ち
を
漠
然
と
指
す
語
と
考
え
た
ほ
う
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宛
名
書
き
（
A
）
（
B
）
の
記
さ
れ
た
文
書
は
、
特
定
の

官
僚
に
で
は
な
く
、
漠
然
と
高
級
官
僚
た
ち
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
当
然
当
該
文
書
を
し
か
る
べ
き
官
僚
に
届
け
る
仲
介
者
が
必
要

と
な
ろ
う
。
そ
の
任
に
当
た
っ
た
の
が
当
直
官
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
マ
ハ
ー
タ
イ
、
カ
ラ
ー
ホ
ー
ム
、
宮
内
省
の
各
当
直
官

は
交
代
で
毎
日
議
政
堂
に
勤
務
し
て
い
た
一
方
で
、
高
官
は
必
ず
し
も
議
政
堂
で
政
務
を
執
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
直

官
た
ち
が
地
方
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
文
書
を
接
受
し
、
し
か
る
べ
き
官
僚
に
届
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宛
名
書
き
（
B
）
は
こ
の
よ
う
な
背

景
か
ら
発
生
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

　
以
上
、
二
種
の
宛
名
書
き
か
ら
、
当
直
官
が
上
申
文
書
を
接
受
し
た
の
ち
、
官
僚
に
送
付
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
だ
け

で
は
個
人
宛
の
上
申
文
書
も
含
め
て
す
べ
て
当
直
官
が
接
受
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
そ
れ
で
は
次
に
上
申
文
書
の
上
奏
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
上
述
の
と
お
り
、
ダ
ム
ロ
ン
親
王
は
奏
聞
担
当
次
官
が
謁
見
に
お
い
て
上

申
文
書
を
音
読
し
て
内
容
を
国
王
に
伝
達
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
同
時
代
史
料
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
二
世
王

期
文
書
　
第
三
巻
　
小
智
一
一
七
一
－
一
一
七
四
年
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
白
象
の
受
領
と
祝
典
記
録
（
第
二
編
）
」
と
題
さ
れ
た
史
料
は
、

小
異
一
一
七
四
年
一
月
白
分
十
三
日
か
ら
翌
年
の
八
月
本
分
｝
二
日
目
一
八
一
三
年
一
月
｝
四
日
か
ら
七
月
一
〇
日
）
に
か
け
て
の
白
象
の
献
上
と

そ
れ
に
伴
う
祝
典
に
つ
い
て
日
付
順
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
冒
頭
の
～
月
白
分
＝
二
日
号
条
か
ら
、
チ
ャ
ク
ラ
パ
ッ
ト
ピ

マ
ー
ン
宮
殿
に
お
い
て
、
マ
ハ
ー
タ
イ
の
奏
聞
担
当
次
嘗
が
ポ
ー
テ
ィ
サ
ッ
ト
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
上
申
文
書
の
内
容
を
口
頭
で
上
奏
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ち
、
二
世
王
が
命
令
文
書
の
発
給
を
命
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ダ
ム
ロ
ン
親
王
は
一
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
午
前
＝
時
に
チ
ャ
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

パ
ッ
ト
ピ
マ
ー
ン
宮
殿
で
、
午
後
四
時
に
ア
マ
り
ン
ウ
ィ
ニ
チ
ャ
チ
ャ
イ
宮
殿
で
謁
見
を
行
う
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
、

上
奏
は
謁
見
時
に
お
い
て
、
音
読
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。

　
た
だ
し
、
ダ
ム
ロ
ン
親
王
の
言
う
よ
う
に
、
音
読
上
奏
が
奏
聞
担
当
次
官
の
職
掌
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る
。
公
刊
さ
れ
て
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い
る
上
申
文
書
の
多
く
は
ア
ヌ
戦
争
（
一
八
二
七
⊥
一
八
年
）
に
お
け
る
も
の
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
支
配
を
め
ぐ
る
ベ
ト
ナ
ム
と
の
戦
争
（
一
八
三

蕪
－
四
八
年
）
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
ア
ヌ
戦
争
で
は
、
地
方
に
あ
っ
て
軍
を
指
揮
し
て
い
る
中
央
官
僚
の
う
ち
、
兵
部
大
臣
、
ロ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ム
・
プ
ラ
ラ
ー
チ
ャ
ワ
ン
局
長
、
副
王
宮
官
僚
は
一
律
に
上
申
文
書
を
マ
ハ
ー
タ
イ
の
帳
簿
担
当
次
官
に
宛
て
、
宛
名
書
き
に
続
け
て
「
国
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

陛
下
に
上
奏
し
、
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
る
よ
う
に
」
と
い
う
依
頼
文
を
記
し
て
い
る
。
一
方
、
対
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
い
て
は
、
総
司
令
官
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

あ
っ
た
民
部
大
臣
は
文
書
を
す
べ
て
北
方
担
当
民
部
局
長
に
宛
て
、
や
は
り
国
王
へ
の
上
奏
を
求
め
る
依
頼
文
を
記
し
て
い
る
。
ア
ヌ
戦
争
で

は
帳
簿
担
当
次
官
が
、
対
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
北
方
担
当
民
部
局
長
が
文
書
の
受
付
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
上
申
文
書
の
上
奏
は
奏

聞
担
当
次
官
に
限
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
上
申
文
書
の
音
読
上
奏
を
誰
が
担
当
し
て
い
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
い
っ
た
職
掌
の
問
題
よ
り
も
、

国
王
へ
の
情
報
の
伝
達
方
式
に
注
目
し
た
い
。
上
記
の
よ
う
に
、
戦
時
で
さ
え
、
地
方
か
ら
直
接
上
奏
文
を
提
出
す
る
こ
と
は
な
く
、
い
ち
い

ち
官
僚
に
上
申
文
書
を
宛
て
て
、
官
僚
を
経
て
か
ら
国
王
に
内
容
が
伝
達
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
前
近
代
タ
イ
に
お
い
て
、
国
王
に
文
書
を
直
接
宛
て
る
こ
と
は
非
礼
な
行
為
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
の
ち
に
四
韻
王
と
な
る
ワ
チ
ラ
ヤ
ー
ン
比
丘
が
ス
リ
ラ
ン
カ
に
宛
て
た
書
簡
に
見
出
せ
る
。
一
八
四
五
年
に
ス
リ
ラ

ン
カ
の
僧
団
は
シ
ャ
ム
の
僧
侶
を
は
じ
め
、
国
王
や
大
臣
ら
に
も
宛
て
て
六
〇
通
も
の
書
簡
を
送
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
書
簡
の
宛
て
方
に

対
し
て
、
ワ
チ
ラ
ヤ
ー
ン
比
丘
は
パ
ー
リ
語
の
返
信
の
中
で
こ
の
よ
う
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
シ
ャ
ム
の
慣
例
で
は
、
即
位
灌
頂
式
を
行
っ
た
王
こ
そ
が
［
他
国
の
］
王
に
国
書
を
送
る
の
で
あ
る
。
他
の
者
た
ち
は
［
王
に
文
書
を
送
る
に
］
値
し
な

　
　
　
い
。
し
か
し
他
の
者
た
ち
が
、
国
王
陛
下
に
上
奏
す
る
な
ら
ば
、
大
臣
へ
、
出
家
者
か
ら
は
長
老
に
［
文
書
を
］
送
っ
て
、
「
も
し
こ
れ
が
適
切
で
あ
れ
ば
、

　
　
国
王
陛
下
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
」
と
、
あ
る
い
は
「
適
切
な
状
況
を
判
断
し
て
、
述
べ
る
べ
き
こ
と
を
［
国
王
陛
下
に
］
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
」
と
述
べ

　
　
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
な
さ
ず
し
て
、
王
の
名
を
記
し
て
送
ら
れ
て
き
た
文
書
は
、
差
出
人
に
つ
き
返
さ
れ
る
か
、
破
却
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
う
な
適
切
で
な
い
文
書
を
携
え
て
き
た
者
に
も
刑
が
執
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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の
ち
の
四
聖
王
は
、
国
王
に
直
接
文
書
を
送
ら
れ
る
の
は
他
国
の
王
の
み
で
あ
り
、
も
し
俗
人
が
国
王
に
上
奏
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
大
臣
に
、

僧
侶
で
あ
れ
ば
僧
団
の
長
老
に
文
書
を
宛
て
て
、
国
王
へ
の
上
奏
を
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
慣
習
を
背
景
に
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

方
か
ら
国
王
に
直
接
上
奏
文
を
提
出
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
な
さ
れ
ず
、
上
申
文
書
は
も
っ
ぱ
ら
官
僚
の
手
を
経
て
か
ら
上
奏
に
供
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
か
つ
引
用
に
も
あ
る
よ
う
に
、
官
僚
は
文
書
の
内
容
が
上
奏
に
適
し
て
い
る
か
の
判
断
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
地
方
か
ら
の
上
申
文
書
は
ま
ず
下
級
官
吏
で
あ
る
当
直
官
に
よ
っ
て
接
受
さ
れ
た
の
ち
、
し
か
る
べ
き
官
僚
に

渡
さ
れ
る
。
官
僚
は
上
奏
の
要
不
要
を
判
断
し
て
、
必
要
で
あ
れ
ば
一
日
二
度
宮
殿
で
行
わ
れ
る
謁
見
に
際
し
て
、
文
書
を
読
み
上
げ
て
国
王

に
内
容
を
伝
達
し
た
。
地
方
か
ら
国
王
に
直
接
文
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
以
上
、
上
奏
の
可
否
判
断
を
す
る
官
僚
が
上
申
文
書

の
処
理
過
程
に
お
い
て
優
位
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
加
え
て
、
上
奏
が
謁
見
と
い
う
限
ら
れ
た
場
と
時
間
に
お
い
て
、
し
か
も
口
頭
と
い
う
不

安
定
な
伝
達
形
式
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
点
を
加
え
れ
ば
、
国
王
は
上
申
文
書
の
内
容
に
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い
位
置
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
。

　
そ
れ
で
は
次
に
命
令
文
書
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

①
U
四
日
8
σ
q
り
号
ミ
る
ワ
ω
⑩
ム
ト
。
‘

②
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
は
中
央
政
府
と
朝
貢
国
半
間
で
交
わ
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
が
、

　
本
稿
で
は
行
論
の
都
合
上
、
朝
貢
国
王
か
ら
中
央
に
宛
て
ら
れ
る
も
の
を
上
申
ス

　
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
、
中
央
か
ら
朝
貢
国
王
へ
宛
て
ら
れ
る
も
の
を
命
令
ス
ッ
パ
ア
ク

　
ソ
ン
と
区
別
す
る
。

③
O
ζ
国
竃
堵
○
拷
署
ミ
ふ
封
謡
湯
口
為
叩
斜
㊤
ω
ゐ
。
。
る
①
ρ
8
ω
囚
囚
い
署
・

　
G
。
ω
山
メ
ω
Φ
虞
一
．
蒔
N
刈
？
刈
O
な
ど
。

④
O
窓
国
窓
窯
O
鍔
署
．
δ
①
山
①
メ
8
N
山
O
G
。
ワ
ω
卜
。
。
。
山
8
為
ω
即
智
も
P
9
よ
①
Y

　
①
①
よ
メ
。
。
O
－
c
。
一
な
ど
。

⑤
緊
↓
ω
P
〈
。
｝
9
癖
も
ワ
G
。
ホ
ゐ
心
鼻
マ

⑥
列
挙
す
る
と
以
下
の
と
お
り
。
括
弧
内
は
制
定
年
と
ク
ル
サ
パ
ー
版
『
三
印
法

　
典
』
の
巻
数
と
頁
。
旧
勅
令
～
二
（
一
七
五
二
年
。
＜
o
ピ
心
も
P
ω
膳
ら
。
山
浪
）
、

　
旧
勅
令
一
三
（
～
七
五
六
年
。
＜
o
囲
♪
唱
．
ω
㎝
ω
）
、
旧
勅
令
二
三
（
一
七
二
七
年
。

　
＜
o
囲
0
も
℃
．
ω
。
。
ゐ
Φ
）
旧
勅
令
三
七
（
一
七
〇
七
年
。
＜
o
門
9
署
」
O
ω
∴
O
ゆ
）
、

　
旧
勅
令
四
八
（
一
七
　
一
一
三
年
。
〈
。
一
「
㎝
も
．
一
ω
り
）
。

⑦
乏
静
。
。
▼
魯
ミ
も
．
鐸
．

⑧
旧
勅
令
＝
（
囚
8
ω
】
）
曽
く
。
一
「
偽
讐
唱
・
ω
N
刈
）
、
三
六
条
律
（
図
↓
ω
U
》
＜
。
ピ
野
℃
．

　
b
。
卜
。
Φ
）
、
勅
令
二
（
国
↓
ω
∪
受
。
一
．
企
P
悼
曾
）
。

⑨
　
具
体
的
な
構
成
に
つ
い
て
は
、
＜
一
〇
二
二
ざ
竃
一
〇
審
Φ
だ
．
、
日
ゲ
⑦
O
o
o
ω
艮
¢
凱
。
瓢
。
｛

　
〉
《
詳
ざ
覧
〉
⇒
ぎ
く
霧
甑
α
q
象
一
〇
ロ
ヨ
δ
野
①
↓
穿
Φ
⑦
ω
Φ
巴
。
・
0
乱
ρ
、
、
国
に
×
ぽ
ざ

　
》
巳
お
毛
（
＆
）
冒
§
紋
卜
犠
罎
㌧
し
口
吋
§
韓
卜
葛
β
し
d
き
α
q
ぎ
答
応
用
お
O
「
o
置
島

　
℃
話
ω
も
・
り
一
㊤
り
ρ
冒
．
一
謬
も
参
照
さ
れ
た
い
。
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⑩
O
ζ
頃
蕩
蕩
。
同
。
。
も
’
。
。
9

⑪
U
§
「
8
α
q
憲
。
薮
遷
冨
悶
p
国
円
。
ヨ
筈
鑓
愚
（
＆
）
甲
9
§
睾
軸
w
い
§
轟
§
ミ
・

　
魎
§
い
鼻
℃
鐸
碧
卑
雪
8
ぎ
昌
ヨ
環
島
葬
式
本
』
り
爵
（
一
㊤
O
①
）
も
℃
．
ω
匁
－
ω
醤
．

⑫
　
王
宮
の
守
備
を
司
る
役
所
（
≦
巴
Φ
ρ
曇
織
P
O
や
り
。
。
－
⑩
ρ
）
。

⑬
○
竃
自
警
り
く
。
ピ
ω
w
署
．
8
山
b
。
讐
ω
9
お
ム
9
①
ρ
刈
。
。
あ
滑
O
甲
一
認
“

　
一
〇
①
山
O
c
◎
弘
O
Q
Q
山
一
①
．

⑭
0
ζ
葭
戸
嘱
担
竈
・
命
μ
⑩
凸
b
。
b
悼
－
器
b
G
。
刈
凸
も
。
P
卜
。
愛
心
罐
．

⑮
○
α
艮
賦
。
＄
。
旨
ぎ
p
国
類
げ
餌
5
。
欝
伍
偉
写
【
斜
ぎ
惑
鼻
§
聖
悔
蔦
、
§
ぎ
職
導
§

　
翠
織
臨
切
ミ
咄
蕎
ミ
肉
ミ
き
寒
導
周
馬
ミ
轟
く
。
ド
N
ゆ
碧
α
q
犀
。
宥
聞
α
μ
α
q
9
冒

　
ζ
効
自
傷
舞
巳
≦
ぽ
ざ
滋
或
り
お
8
も
愚
。
。
①
・

⑯
た
だ
し
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
前
期
に
お
い
て
上
奏
文
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

　
い
。
し
か
し
上
奏
文
の
多
く
は
帳
簿
の
冒
頭
に
記
さ
れ
、
そ
の
帳
簿
を
国
王
に
提

　
出
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
上
奏
文
の
付
さ
れ
た
帳
簿
と
し
て
、

　
O
ζ
頃
国
N
O
ψ
一
一
凝
－
＝
刈
ρ
O
b
．
O
c
。
よ
即
○
ζ
潤
目
○
。
讐
く
。
一
’
押
℃
℃
「
8
∴
O
鳶

く
9
卜
。
も
P
H
G
。
心
ρ
卜
、
り
山
C
。
為
￥
。
。
野
θ
山
O
ゆ
く
。
｝
’
9
署
．
ω
甲
ω
⑩
が
挙
げ
ら

　
れ
る
。
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第
三
章
　
命
令
文
書
の
書
式

　
命
令
文
書
の
発
給
過
程
を
考
察
す
る
前
に
、
命
令
文
書
の
書
式
の
分
析
を
通
し
て
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
ラ
タ
ナ
コ
ー

シ
ン
朝
前
期
に
お
い
て
、
中
央
政
府
が
地
方
国
・
朝
貢
国
に
下
す
文
書
に
は
、
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
と
い
う
文
書
と
、
サ
ー
ン
ト
ラ
ー
と
か
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ン
ト
ラ
！
と
呼
ば
れ
る
文
書
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
は
、
一
九
世
紀
半
ば
以
来
言
わ
れ
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
タ
イ
国
の
史
料
学
に
お
い
て
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
と
は
、
大
臣
が
朝
貢
圏
王
に
宛
て
て
発
給
す
る
文
書
、
な
い
し
朝
貢
国
王
が
大
臣
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

宛
て
る
文
書
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
前
者
を
命
令
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
、
後
者
を
上
申
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
と
呼

ぶ
。
命
令
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
の
書
式
に
つ
い
て
見
て
行
く
と
、
宛
名
書
き
に
他
の
文
書
に
は
な
い
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
た

と
え
ば
、
二
世
王
の
即
位
と
そ
の
妨
害
を
企
図
し
た
者
を
処
刑
し
た
こ
と
を
朝
貢
国
王
た
ち
に
知
ら
せ
る
、
一
八
一
〇
年
に
発
給
さ
れ
た
命
令

ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
冒
頭
の
宛
名
書
き
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
ク
ル
ン
テ
ー
プ
・
マ
ハ
ー
ナ
コ
ン
・
ボ
ー
ウ
ォ
ン
タ
ワ
ラ
ー
ワ
デ
ィ
ー
・
シ
ー
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
…
…
に
お
わ
す
、
卓
越
し
た
徳
を
備
え
た
お
方
、
エ
ー

　
　
カ
ー
ト
ッ
サ
ロ
ッ
ト
…
…
王
陛
下
の
、
御
足
の
も
と
の
官
僚
の
長
た
る
宰
相
よ
り
、
チ
ェ
ン
マ
イ
王
、
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ー
ン
王
、
ウ
イ
エ
ン
チ
ャ
ン
王
、

　
　
チ
ャ
ン
バ
ー
サ
ッ
ク
王
、
［
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
］
プ
ラ
ウ
タ
イ
ラ
ー
チ
ャ
ー
テ
ィ
ラ
ー
ト
へ
親
愛
の
情
を
も
っ
て
宛
て
た
、
善
美
な
る
文
字
で
あ
り
、
吉
祥
と
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④

　
　
友
誼
に
満
ち
た
言
墓

こ
の
よ
う
に
、
命
令
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
は
首
都
の
正
式
名
称
と
王
の
タ
イ
ト
ル
を
連
ね
た
長
い
宛
名
書
き
を
持
つ
。
引
用
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

差
出
人
は
「
宰
相
（
聾
犀
冨
§
訂
絃
鼠
げ
。
色
」
、
こ
の
場
合
は
宛
先
か
ら
考
え
て
北
方
を
管
轄
す
る
民
部
大
臣
で
あ
り
、
宛
名
に
見
え
る
五
人
の

王
は
す
べ
て
朝
買
国
王
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
命
令
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
は
「
宰
相
」
か
ら
朝
賛
国
王
に
宛
て
る
文
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
宛
名
書
き
に
続
け
て
前
置
詞
曾
践
が
記
さ
れ
、
以
降
本
文
が
書
か
れ
て
ゆ
く
。
本
文
が
結
ば
れ
る
と
、
「
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
」
と
い
う
文
書

の
名
称
と
日
付
が
書
か
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
は
大
臣
と
朝
質
国
王
間
で
交
わ
さ
れ
る
文
書
と
定
義
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
定
義

は
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
に
の
み
当
て
は
ま
り
、
そ
れ
以
前
の
ア
ユ
タ
ヤ
朝
と
ト
ン
ブ
リ
ー
朝
で
は
、
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
は
シ
ャ
ム
の
「
宰
相
」

と
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
ウ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
と
い
っ
た
対
等
国
の
「
宰
相
」
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
外
交
文
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ

と
は
両
王
朝
政
府
が
作
成
し
た
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
の
宛
名
書
き
か
ら
は
っ
き
り
と
分
か
る
。
一
七
五
五
年
に
ア
ユ
タ
ヤ
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
に
送

付
さ
れ
た
、
パ
ー
リ
語
の
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
ー
同
語
で
は
ス
バ
ッ
カ
ラ
［
ン
］
。
。
菩
訂
鐸
訂
鋸
［
ぢ
］
だ
が
…
や
、
ト
ン
ブ
リ
ー
時
代
に
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

イ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
宛
て
ら
れ
た
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
は
、
シ
ャ
ム
の
「
宰
相
」
か
ら
相
手
国
の
「
宰
相
」
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
の
ひ
と
つ
に
は
、
祐
筆
局
（
囚
δ
ヨ
》
♂
ぽ
）
の
役
人
が
清
書
・
捺
印
・
包
装
し
た
旨
が
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
祐
筆
局
が
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

書
・
捺
印
・
包
装
し
、
そ
の
過
程
を
控
え
に
記
す
こ
と
は
外
交
文
書
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ア
ユ
タ
ヤ
朝
・
ト
ン
ブ
リ
ー
盛
期
の

ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
と
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
鞘
管
の
命
令
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
の
双
方
の
宛
名
書
き
を
比
較
す
る
と
、
宛
名
が
「
宰
相
」
か
ら
朝
貢
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

王
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
除
い
て
、
基
本
的
な
書
式
は
同
一
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ウ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
や
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ー
ン
、
チ
ェ
ン

マ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
っ
た
政
体
は
、
一
七
七
〇
年
代
末
に
タ
ー
ク
シ
ン
に
降
り
、
一
世
王
期
に
は
朝
貢
国
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
シ
ャ

ム
の
支
配
体
系
に
組
み
込
ま
れ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
シ
ャ
ム
雪
起
か
ら
発
給
さ
れ
る
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
は
そ
れ
ま
で
の
書
式
を
継
承
し
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

「
宰
相
」
か
ら
朝
貢
国
王
に
宛
て
る
文
書
へ
と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
変
化
に
伴
っ
て
、
文
書
の
発
給
過
程
も
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ま
た
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る
点
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
さ
て
、
次
に
も
う
一
種
類
の
文
書
、
つ
ま
り
サ
ー
ン
ト
ラ
ー
な
ど
の
呼
称
を
持
つ
命
令
文
書
の
書
式
に
つ
い
て
見
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
こ

の
文
書
の
名
称
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
こ
の
タ
イ
プ
の
命
令
文
書
に
は
、
サ
ー
ン
ト
ラ
ー
、
ト
ー
ン
ト
ラ
i
（
と
も
に
官
印
文
書
の
意
）
、

ト
ー
ン
ト
ラ
ー
・
プ
ラ
ラ
ー
チ
ャ
シ
i
（
獅
子
印
文
書
）
、
ト
ラ
ー
・
プ
ラ
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー
（
獅
子
印
）
、
ト
ラ
ー
（
印
章
）
と
い
っ
た
呼
称
が
存

在
す
る
。
し
か
し
、
要
は
す
べ
て
「
官
印
を
捺
し
た
文
書
」
の
意
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
様
式
の
文
書
に
対
す
る
呼
称
な
の
で
、
以
下
で
は
こ
の

文
書
を
「
官
印
文
書
」
と
言
う
日
本
語
で
呼
ん
で
お
く
こ
と
と
す
る
。

　
官
印
文
書
の
宛
名
書
き
は
、
マ
ハ
ー
タ
イ
が
発
給
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
書
簡
、
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
i
・
チ
ャ
タ
リ
ー
よ
り
…
…
へ
」
で
あ

る
。
「
書
簡
（
⇒
鋤
⇔
α
q
し
。
口
）
」
の
語
は
「
サ
ー
ン
ト
ラ
i
」
と
も
記
さ
れ
る
。
発
給
者
の
名
は
基
本
的
に
民
部
大
臣
の
官
位
・
欽
色
名
で
あ
る
「
チ

ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
・
チ
ャ
タ
リ
ー
」
で
あ
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
当
該
期
に
お
い
て
こ
の
豊
里
名
を
帯
び
た
宮
僚
は
い
な
い
の
だ
が
、

マ
ハ
！
タ
イ
が
発
給
す
る
官
印
文
書
の
差
出
人
に
は
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
宛
名
書
き
は
実
際
に
民
部
大
臣
が
発
給
し
て
い
る
か
に
関
ら
ず
用
い

ら
れ
た
。
な
お
官
印
文
書
は
朝
貢
国
、
地
方
国
の
区
別
な
く
宛
て
ら
れ
た
。

　
宛
名
書
き
に
続
い
て
前
置
詞
曾
蝕
が
記
さ
れ
、
以
降
本
文
が
書
か
れ
る
の
は
他
の
文
書
と
変
わ
ら
な
い
。
本
文
が
終
わ
る
と
、
「
書
簡
、

（
年
月
日
）
に
お
い
て
」
と
記
さ
れ
る
。
「
書
簡
」
の
語
は
宛
名
書
き
冒
頭
の
語
に
呼
応
し
て
、
「
サ
ー
ン
ト
ラ
i
」
と
も
記
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
命
令
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
と
宮
印
文
書
は
書
式
と
起
源
を
異
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
本
文
に
は
岡
じ
よ
う
な
書
式
が
二
種
見
ら

れ
る
。
ひ
と
つ
は
本
文
が
「
仰
せ
出
だ
さ
れ
る
に
は
」
な
い
し
こ
れ
に
類
似
す
る
文
言
で
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。
国
王
に
関
す
る
事
に
対
し
て

の
み
用
い
ら
れ
る
王
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
当
然
主
語
は
国
王
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
本
文
書
式
を
示
す
命
令
文
書
は
勅
命
を
伝
達

す
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
を
本
文
書
式
A
と
し
て
お
く
。

　
一
方
も
う
ひ
と
つ
の
本
文
書
式
は
、
ま
ず
本
文
冒
頭
に
「
上
申
し
て
い
わ
く
」
な
い
し
「
…
…
に
書
簡
を
持
た
せ
、
上
申
し
て
い
わ
く
」
な

ど
と
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
文
言
と
指
示
形
容
詞
謬
き
な
い
し
「
上
申
書
の
内
容
は
多
項
目
に
わ
た
っ
た
」
と
い
う
文
言
と
の
間
に
上
申
文
書
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の
要
約
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
必
ず
「
上
申
書
を
上
奏
に
供
し
た
。
仰
せ
出
だ
さ
れ
る
に
は
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
文
言
以
降
に
上
奏
の

結
果
下
さ
れ
た
王
命
が
書
か
れ
て
い
く
。
こ
の
書
式
は
、
上
申
文
書
を
上
奏
し
た
結
果
下
さ
れ
た
勅
命
を
伝
達
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

え
よ
う
。
こ
の
本
文
書
式
を
B
と
す
る
。

　
こ
れ
ら
以
外
に
も
本
文
の
書
式
は
あ
る
の
だ
が
、
多
く
の
命
令
文
書
の
本
文
は
こ
の
A
B
い
ず
れ
か
の
書
式
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当

該
期
に
お
い
て
少
な
く
と
も
形
式
の
上
で
は
、
地
方
に
対
す
る
命
令
文
書
の
多
く
は
勅
命
と
し
て
伝
達
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
無
論
、
命

令
文
書
を
国
王
自
身
が
書
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
記
さ
れ
た
勅
命
が
一
字
一
句
国
王
の
意
図
と
合
致
し
て
い
る
は
ず
も
な
い
の
で
は
あ

る
が
、
た
と
え
形
式
上
で
あ
っ
て
も
勅
命
と
し
て
命
令
文
書
が
発
給
さ
れ
て
い
た
事
実
は
軽
視
で
き
な
い
。
国
王
が
ど
の
程
度
命
令
文
書
の
発

給
に
関
与
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
命
令
系
統
に
お
け
る
王
命
の
位
置
、
ひ
い
て
は
政
治
構
造
に
お
け
る
国
王
権
力
の
あ
り
よ

う
の
解
明
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
次
章
で
は
命
令
文
書
の
発
給
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ

と
と
し
よ
う
。

①
℃
勺
智
り
く
9
♪
署
．
冨
ω
山
卜
。
心
．

②
密
録
同
8
。
。
ヨ
8
α
q
誌
a
》
犀
げ
。
葺
℃
審
穿
蔓
費
卜
冬
、
§
周
等
§
ミ
駐
勲
ミ
帖

　
℃
ミ
導
ミ
§
鼻
じ
d
昌
α
q
ぎ
庁
じ
d
雪
鵠
算
貫
一
り
○
。
卜
。
も
’
お
■

③
バ
ン
コ
ク
の
正
式
名
称
。

④
O
ζ
頃
労
咳
b
．
ω
．
ご
謡
∴
覧
ω
も
‘
H
b
o
■

⑤
一
七
五
五
年
に
ボ
ロ
マ
コ
ー
ト
王
治
下
の
ア
ユ
タ
ヤ
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
に
送
付

　
さ
れ
た
、
パ
ー
り
語
の
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
の
宛
名
書
き
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　
デ
ー
ヴ
ァ
・
マ
ハ
ー
ナ
ガ
ラ
・
パ
ヴ
ァ
ラ
ド
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
・
シ
リ
ア

　
　
ユ
ッ
ダ
ヤ
ー
…
…
に
お
わ
す
テ
ィ
バ
ヴ
ァ
ロ
ー
カ
マ
ク
タ
…
…
王
陛
下
の
官
僚

　
　
団
に
お
い
て
窪
・
相
た
る
私
よ
り
、
パ
ヴ
ァ
ラ
・
シ
リ
ラ
ン
カ
ー
島
に
お
い
て
王

　
　
位
に
あ
り
、
シ
リ
ヴ
ァ
ッ
ダ
ナ
プ
ラ
に
お
わ
す
、
至
高
な
る
大
王
陛
下
の
官
僚

　
　
団
に
お
け
る
宰
相
に
送
ら
れ
た
善
美
な
る
文
字
で
あ
り
御
言
葉
　
（
U
蝉
ヨ
8
昌
α
q

　
”
習
訂
呂
冨
碧
甲
寄
。
ヨ
讐
鑓
騰
餌
（
巴
y
沁
§
轟
箏
爲
ミ
誓
ミ
§
翠
ミ
§
嶺

　
恥
亀
翻
ミ
霜
§
轟
秘
§
ト
ミ
嘆
ミ
ぎ
ミ
慧
M
ゆ
自
α
q
ざ
搾
嵐
巴
。
ぎ
p
N
O
8
P
⑩
H
①
y

℃
』
。
。
①
）
。

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
ω
竜
訂
喜
魯
麸
し
σ
蟹
α
q
o
げ
雪
q
q
冒
§
起
ミ
き
ミ
直
穿
§
蕾
謡

映
隷
§
轡
聖
譜
融
b
σ
ミ
ご
§
℃
ミ
ミ
ミ
§
ミ
」
O
ミ
～
｝
寄
℃
ミ
N
§
㌃
℃
ぎ
、
蓉
猶
竃
衛
無
口

恕
詳
挙
幕
鼻
c
d
き
α
Q
ぎ
『
ζ
o
匿
一
豪
《
四
再
三
。
ざ
鼠
斤
。
訂
鼠
け
普
亀
跳
巴
欝
陣

℃
げ
嬉
び
。
同
。
ヨ
¢
。
鼠
畠
9
巣
訂
旨
w
一
り
。
。
①
も
P
ω
り
⑩
虞
O
メ
薩
り
－
鳥
①
①
も
参
照
。
こ
の

書
簡
は
パ
ー
リ
語
で
あ
る
が
、
以
下
に
掲
げ
る
タ
イ
語
の
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
の
宛

名
替
き
と
文
章
構
造
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
客
四
ユ
馨
訂
乙
”
囚
δ
毎
甲

ぽ
磐
α
q
甲
　
O
ミ
ミ
ミ
　
三
三
ミ
§
お
§
ミ
　
き
q
薦
　
挙
6
ミ
ミ
§
轟
　
さ
ミ
N
潜
§
噛

しd

痺
ﾐ
q
ぎ
搾
幻
蟹
σ
Q
冨
ぎ
U
飲
口
α
q
↓
巳
似
b
O
O
ω
（
H
8
。
。
y
署
．
O
麟
同
ふ
Q
。
り
に
、
ト

ン
ブ
リ
ー
王
廷
が
一
七
七
一
年
か
ら
七
五
年
に
か
け
て
ウ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
（
ク
ル
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ン
・
シ
ー
サ
ッ
タ
ナ
ー
カ
ナ
フ
ッ
ト
）
に
宛
て
た
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
四
点
が
収
録

　
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
、
一
七
七
四
年
の
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
の
宛
名
書
き
は

　
次
の
と
お
り
。

　
　
ク
ル
ン
テ
ー
プ
・
マ
ハ
ー
ナ
コ
ン
…
…
に
お
わ
す
エ
ー
カ
ー
ト
ッ
サ
ロ
ッ
ト
・

　
　
イ
ッ
サ
ウ
ォ
ー
ラ
・
ボ
ロ
マ
ナ
ー
ロ
ッ
ト
・
ボ
ロ
マ
ボ
ピ
ッ
ト
王
陛
下
の
、
御

　
　
足
の
下
の
官
僚
の
長
た
る
宰
相
よ
り
、
ク
ル
ン
・
シ
ー
サ
ッ
タ
ナ
ー
カ
ナ
フ
ッ

　
　
ト
…
…
の
宰
相
へ
、
喜
び
を
も
っ
て
宛
て
た
、
善
美
な
る
文
字
で
あ
り
、
美
し

　
　
く
吉
祥
な
る
善
藷
、
宝
玉
の
ご
と
き
雷
葉
（
尊
ミ
も
’
繍
㎝
）
。

⑥
§
斜
竈
．
㎝
遵
ふ
刈
ω
．

⑦
た
と
え
ば
、
｝
八
二
六
年
の
シ
ャ
ム
王
よ
り
院
朝
ベ
ト
ナ
ム
の
明
命
帝
宛
国
書

　
（
b
訂
母
製
。
ケ
器
理
）
の
控
え
に
記
さ
れ
た
注
記
（
○
《
国
菊
G
。
”
＜
o
一
．
卜
⊃
リ
ワ
一
〇
ω
）

　
を
参
照
。

⑧
注
⑤
の
引
用
を
参
照
。

⑨
命
令
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
の
例
と
し
て
は
、
○
と
田
ζ
累
O
ζ
》
署
9
卜
。
O
c
。
幽
①
ρ

　
卜
⊃
c
。
卜
。
幽
。
。
ω
り
ト
。
c
。
し
n
幽
。
。
◎
日
ω
閤
停
り
で
で
．
①
㌣
①
㎝
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
べ
て
勅
命
を

　
伝
達
す
る
二
種
類
の
本
文
書
式
（
後
述
）
で
誉
か
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、

　
シ
ャ
ム
へ
宛
て
ら
れ
る
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
は
、
差
出
人
が
門
宰
相
」
か
ら
朝
貢
国

　
王
へ
と
変
化
す
る
と
と
も
に
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
上
申
書
の
宛
名
書
き
の
轡

　
式
を
採
る
よ
う
に
な
る
。

⑩
こ
れ
ら
二
種
類
の
宛
名
害
き
を
持
つ
文
書
の
例
に
つ
い
て
は
、
表
1
（
後
述
）

　
の
出
典
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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第
四
章
　
命
令
文
書
の
発
給
過
程

　
今
日
現
存
し
て
い
る
命
令
文
書
は
、
実
際
に
地
方
へ
伝
達
さ
れ
た
正
文
で
は
な
く
、
申
央
政
府
に
残
さ
れ
た
草
案
な
い
し
写
し
で
あ
る
が
、

そ
の
本
文
を
読
ん
で
も
文
書
の
発
給
過
程
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
草
案
の
末
尾
に
そ
の
文
書
の
発
給
過
程
が
注
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
た
と
え
ば
、
寅
年
高
四
年
閏
八
月
追
分
一
日
（
一
八
四
二
年
七
月
八
田
）
付
け
の
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
・
チ
ャ
タ

リ
ー
よ
り
カ
ン
ペ
ー
ン
ペ
ッ
ト
国
主
宛
官
印
文
書
の
草
案
に
は
、

　
　
　
こ
の
ト
ラ
ー
の
草
案
は
、
プ
ラ
ー
イ
チ
ュ
ア
ッ
ク
ど
の
が
作
成
し
た
。
そ
し
て
八
月
野
分
＝
一
日
に
パ
ヤ
ー
・
ラ
ー
チ
ャ
ス
パ
ー
ワ
デ
ィ
ー
卿
、
チ
ャ
オ

　
　
　
ク
ン
・
フ
ァ
ー
イ
ヌ
ア
が
議
政
堂
に
お
い
て
公
務
を
執
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
プ
ラ
・
ラ
ー
チ
ャ
セ
ー
ナ
ー
が
こ
の
ト
ラ
ー
の
草
案
を
読
み
上
げ
て
上
申
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
た
。
こ
の
草
案
の
と
お
り
に
発
給
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
た
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注
記
か
ら
当
該
文
書
は
、
プ
ラ
ー
イ
チ
ュ
ア
ッ
ク
（
帳
簿
拠
当
次
官
）
が
起
草
し
、
プ
ラ
・
ラ
ー
チ
ャ
セ
ー
ナ
ー
（
北

方
担
当
民
部
多
聞
担
当
図
嚢
）
が
そ
の
草
案
を
プ
ラ
ヤ
ー
．
ラ
ー
チ
ャ
ス
パ
ー
ワ
デ
ィ
ー
（
　
　
　
　
②
人
員
登
録
局
長
0
8
囚
3
旨
ω
霞
象
ω
p
≦
簿
牙
）
と



ラタナコーシン朝前期における文書処理システム（川口）

チ
ャ
オ
ク
ン
・
フ
ァ
ー
イ
ヌ
ア
（
北
方
担
当
民
部
局
長
）
に
読
み
上
げ
た
の
ち
、
こ
の
両
者
が
発
給
を
裁
可
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
注
記
が

当
時
タ
イ
語
で
何
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
便
宜
上
本
稿
で
は
「
奥
書
」
と
呼
ん
で
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
奥
書
に
は
＝
疋
の
書
式
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
多
く
の
場
合
、
奥
書
は
「
こ
の
…
…
（
文
書
様
式
名
）
の
草
案
は
（
H
習
α
・
…
邑
」

で
始
ま
り
、
「
…
…
が
こ
の
草
案
の
と
お
り
に
発
給
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
た
（
ω
磐
α
q
げ
既
昌
鼠
心
志
§
σ
q
鼻
聾
ぎ
①
け
）
」
と
い
う
裁
可
の
文
言
で

終
わ
る
。
前
者
の
文
書
様
式
名
に
は
、
ト
ラ
ー
（
玉
印
文
書
の
呼
称
の
ひ
と
つ
）
、
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
、
通
行
許
可
証
（
長
薯
旨
げ
・
興
亡
讐
）
と
い

っ
た
語
が
見
え
る
。
後
者
の
文
言
を
必
須
と
す
る
こ
と
か
ら
、
奥
書
は
そ
の
草
案
に
基
づ
く
命
令
文
書
の
発
給
が
裁
可
さ
れ
た
と
い
う
事
実
と
、

誰
が
裁
可
し
た
か
を
明
記
し
て
お
く
こ
と
を
第
　
の
機
能
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
当
時
の
行
政

機
構
に
お
い
て
も
、
文
書
の
発
給
に
は
裁
可
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
誰
が
裁
可
し
た
か
と
い
う
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
い
っ
た
、
今
日
に
も
通
じ
る
行
政
文
書
に
対
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。

　
上
記
の
一
～
文
言
の
間
と
後
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
が
書
か
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
裁
可
の
文
言
を
含
め
て
、
奥
書
の
構
成
要
件
に
つ
い
て
解

説
を
加
え
る
。

　
　
（
1
）
起
華
・
修
正
・
閲
覧

　
先
の
引
用
に
も
あ
る
よ
う
に
、
起
草
者
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
起
草
に
続
い
て
、

　
　
こ
の
ト
ラ
ー
の
草
案
は
、
プ
ラ
・
シ
ー
セ
ー
ナ
ー
が
作
成
し
、
チ
ャ
オ
パ
ヤ
ー
・
ス
パ
ー
ワ
デ
ィ
ー
卿
と
チ
ャ
オ
ク
ン
・
フ
ァ
ー
イ
ヌ
ア
が
修
正
し
た
。

　
　
　
（
以
下
鞠
）

と
い
っ
た
よ
う
に
、
修
正
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
　
こ
の
ト
ラ
ー
の
草
案
は
、
北
方
担
当
民
部
局
長
ど
の
、
プ
ラ
ー
イ
チ
ュ
ア
ッ
ク
ど
の
、
ル
ア
ン
・
シ
ー
セ
ー
ナ
ー
が
作
成
し
、
大
蔵
大
臣
閣
下
に
上
呈
し

　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
た
。
（
以
下
略
）

こ
の
場
合
、
起
草
し
た
の
ち
、
大
蔵
大
臣
に
草
案
を
提
出
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
臣
の
具
体
的
行
為
は
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
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本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
上
呈
さ
れ
た
者
を
閲
覧
者
と
呼
ん
で
お
く
。

　
　
（
2
）
上
奏
・
音
読

　
国
王
が
裁
可
を
下
す
場
合
、
奥
書
に
は
、

　
　
四
月
自
分
五
日
金
曜
日
夕
刻
、
［
国
王
陛
下
が
］
サ
ナ
ー
ム
チ
ャ
ン
宮
殿
に
出
御
せ
ら
れ
た
。
民
部
大
臣
閣
下
が
こ
の
ト
ラ
ー
の
草
案
を
上
奏
し
、
プ
ラ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
シ
ー
サ
ハ
テ
ー
プ
に
す
べ
て
読
み
上
げ
さ
せ
た
。
そ
し
て
［
国
王
陛
下
は
］
こ
の
草
案
の
と
お
り
に
発
給
さ
せ
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
。

と
い
う
よ
う
に
、
上
奏
し
た
も
の
と
草
案
を
読
み
上
げ
た
も
の
の
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
前
者
を
上
奏
者
、
後
者
を
音
読
者
と
呼
ん
で

お
く
。
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
上
奏
は
草
案
を
作
成
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
こ
と
、
音
読
は
そ
の
草
案
を
読
み
上
げ
て
国
王
に
内
容
を
伝

達
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
国
王
に
対
し
て
草
案
そ
の
も
の
が
提
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
（
3
）
裁
可
・
同
席

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
こ
の
草
案
の
と
お
り
に
発
給
す
る
よ
う
に
命
じ
た
」
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
当
該
命
令
文
書
の
発
給
が
裁
可
さ

れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
裁
可
者
に
は
国
王
と
そ
れ
以
外
の
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
置
処
を
除
い
て
裁
可
の
表
現
に
違
い
は
な
い
。
な
お
「
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
草
案
の
と
お
り
に
書
い
て
捺
印
す
る
よ
う
に
命
じ
た
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
具
体
的
に
は
清
書
と
捺
印
を
す
る
こ
と
を
指
す
と

考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
上
記
二
例
の
引
用
で
も
見
え
る
よ
う
に
、
裁
可
が
行
わ
れ
た
場
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
奥
書
も
多
い
。
裁
可
者
が
国
王
で
あ
れ
ば
、
チ
ャ

ク
ラ
パ
ッ
ト
ピ
マ
ー
ン
宮
殿
や
ア
マ
リ
ン
ウ
ィ
ニ
チ
ャ
チ
ャ
イ
宮
殿
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、
午
前
一
一
時
と
午
後
四

時
に
謁
見
が
行
わ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
上
奏
と
裁
可
が
行
わ
れ
る
の
は
、
毎
日
二
度
筥
殿
で
行
わ
れ
て
い
た
謁
見
時
で
あ
っ
た
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
官
僚
が
裁
可
す
る
場
は
、
当
季
の
邸
宅
や
議
政
堂
が
主
で
あ
る
が
、
王
族
の
邸
宅
や
人
員
登
録
局
舎
な
ど
の
語
も

見
ら
れ
る
。

　
こ
の
裁
可
の
文
言
に
続
い
て
、
裁
可
さ
れ
た
際
に
誰
が
同
席
し
て
い
た
か
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
一
例
を
示
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
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る
。

　
　
こ
の
ト
ラ
ー
の
草
案
は
チ
ャ
オ
ク
ン
・
フ
ァ
ー
イ
ヌ
ア
が
プ
ラ
ー
イ
チ
ュ
ア
ッ
ク
卿
に
修
正
さ
せ
た
。
パ
ヤ
ー
・
ラ
ー
チ
ャ
ス
パ
ー
ワ
デ
ィ
ー
卿
が
公
務

　
　
を
執
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
ト
ラ
ー
の
草
案
を
上
呈
し
た
。
そ
し
て
こ
の
草
案
の
と
お
り
発
給
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
命
令
に
際
し
て
は
ル
ア
ン
・
シ
ー
セ
ー
ナ
ー
が
同
席
し
た
。

お
そ
ら
く
同
席
者
は
当
該
文
書
の
発
給
が
確
か
に
裁
可
さ
れ
た
こ
と
の
証
人
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
裁
可
な
い
し
同
席
の
文
言
に
続
い
て
、
誰
が
宛
先
ま
で
文
書
を
伝
達
し
た
か
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
、
伝
達
者
に
つ
い
て
の
文
雷

は
裁
可
ま
で
の
過
程
を
記
さ
ず
、
単
独
で
現
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
た
め
、
本
稿
で
考
察
す
る
奥
書
の
構
成
要
件
に
は
入
れ
な
い
。

　
以
上
が
奥
書
の
中
で
も
比
較
的
よ
く
見
ら
れ
る
項
目
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
命
令
文
書
は
起
草
、
修
正
の
の
ち
、
発
給
の
裁
可
が
下
さ
れ
、

清
書
捺
印
さ
れ
て
伝
達
者
に
渡
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
奥
書
に
は
こ
れ
ら
の
要
件
以
外
に
も
起
草
を
命
令
し
た
旨
や
、
監
督
し
た
（
墨
譜
p
①
）

な
ど
と
い
っ
た
具
体
的
な
行
為
が
よ
く
分
か
ら
な
い
文
言
が
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
未
公
刊
史
料
に
当
た
れ
ば
、
必
ず
公
刊
史
料
に

見
え
な
か
っ
た
奥
書
の
構
成
要
件
を
見
つ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
裁
可
の
文
言
を
除
い
て
、
上
記
の
項
目
が
必
ず
記
さ
れ
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
し
、
発
給
過
程
の
す
べ
て
が
記
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
奥
書
か
ら
文
書
の
発
給
過
程
の
一
端
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
次
に
こ
の
奥
書
を
も
と
に
、
具
体
的
に
誰
が
文
書
の
発
給
過
程
に
関
っ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
公
刊
さ
れ
た
史

料
か
ら
奥
書
を
集
め
て
、
そ
の
構
成
要
件
を
文
書
本
体
の
持
つ
情
報
と
と
も
に
示
し
た
も
の
を
表
1
と
し
て
掲
げ
る
。
表
の
左
半
分
が
命
令
文

書
本
体
の
情
報
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
文
書
の
日
付
、
文
書
の
様
式
、
前
章
で
述
べ
た
本
文
書
式
、
宛
名
書
き
に
見
え
る
発
信
者
と
受
信
者
、

そ
し
て
本
文
の
内
容
の
順
に
記
し
た
。
表
の
右
半
分
が
奥
書
の
構
成
要
件
と
伝
達
者
で
あ
る
。
起
草
者
、
修
正
者
、
閲
覧
者
、
上
奏
者
、
音
読

者
、
裁
可
者
、
同
席
者
に
つ
い
て
、
奥
書
に
記
さ
れ
た
名
と
、
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
当
該
行
為
が
な
さ
れ
た
日
付
と
場
を
示
し
た
。
す
で

に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
奥
書
は
こ
れ
ら
の
行
為
以
外
に
も
言
及
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
数
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
の
で
、
筆
工
を
避
け
る
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奥貰携成饗稗

修正者 閲覧者 上奏者 音読者 裁可者 醗席者
伝達脅 出　　興

一 一 民部大臣 一
麟王／1三月白 バヤー・ラー 　 CMHMNCM，
分2日火曜／ チャワンムア P．15．

象脅 ン、ルアン・

Rッチャシッ

g、バヤー・

ウタイタム

　 ㎜ ｝ ｝ 民部大臣／ll 　 一 CMHMRCM，
月白分9日火
j／邸宅

PP．15・20，

一 … 　 … ビタックモン
㎜ ㎜

CM班R2，　vo王．3，

トリー親釜／

S月白分3日
^s51亘【h“i

ρ．22．

sa眞om

… 一 民部大臣 ブラ・シーサ 二王／4月白 ｝ 左部欝察ナーイ・チャ CMHMNCM，
ハテーブ 分5日金曜／ イバクディー→左部王 PP、31讐32．

サナームチャ 宮欝察副局長チヤムー

ン宮殿 ン・インターマート／

搆飼瀦ｪ9日

ブラーイチャ 　 ㎜ 　 民部大臣／5 皿 ムーン・ローンサップ CMヨR3，　voL　2，

ツク 月白分13日／

@宅

マートラー PP，40－41．

ルアン・ラー 　 ｝ 　 ルアン・ラー 皿 ターオ・ラーチャブッ CMHR3，
チャセーナー チャセーナー ト、ターオ・プロムブ vol．4，　P、97．

ット／5月黒分7日

一 一 ルアン・ラー 一 瞬王 一 ルアン・チョームバユ CM｝IR3，

チャセーナー ハ／6月黒分1日 VQL4，　P，97

　 大蔵大臣 北方担当民部 ルアン・アヌ 国王／4月黒 一 融王クロムの謂局長チ C巌HKY，
樹長 チットピタッ 分乏2日ノアマ ヤムーン・モンティアン PP，240舳246，

ク リン宮殿 ピタック／4月黒分14B

… 　 ㎜ ルアン・ラー 罠都大臣／7 皿 ターオ・ウパハート／7 CMHKY，
チャセーナー 月白分12日／

@宅

月自分三4日 PP、249舶255．

一 一 一 一
民部大Bシ7月 一 一 CMHKYT，
書分10日／邸 PP．103－110、

一 一 ブラーイチュ ルアン・シー 二王／アマリ 　 ピア・ウパパ日ト、ビ CMHKYτ，
アック セーナー（上 ン宮殿→プラ ア・コート／6月黒分 PP，119－130．

奏時） ヤー・ラーチ

сXパーワデ

10日

イー／6月掛

ｪ9日／左部
��l所

一 ｝ ｝ 　 北方担当民部 トンチュアツ ブラーイチュアック CMHKYT、
局長／6月黒 ク、ブラ・ピ Pρ．136・137．

分6日／議政堂 ピッ　トセー

iー、　ナー

C・クウェー

ン、ナーイ・

宴bト

皿 毘部大臣 北方担当民部 ルアン・シー 凶ヨシ4月黒 一 一 CMHMNCM，
局長 セーナー 分7日／アマ

潟搭{殿

PP．33・38．
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表1奥書一覧表
命令文欝本体

No． 日　　付 日付（西暦） 文書様式 本文帯式 発儒者 受僧者 内　容 起草者

’1・贋1164年戌年第 1802／9／30 任命書 （任命書）
… 一 チェンマイ王任命 パヤー・ブラク

4年11月白分姻 ラン

1 木曜B

小暦1圭64年戌年第 18G2／まO／6 官印油団 A チャオバヤー チェンマイのパ 軍事状況の報告を 　
2 4年11月白二三〇日 ・チャタリー ヤー・ウバラーチ AA@「μ
水曜日 ヤーなど

午年第2年4月臼 1811／2〆25 官印文書 8 チャオブラヤー プラヤー・コーサー ブラタボンの読治 ｝

3

分3日月曜日 ・チヤタリー テイボディー について

卯年1年4月白分 1819／2〆22 官印文書 A チヤオバヤー パヤー・チェンマイ、 ビルマヨ三死去につ ｝
9日火曜B ・チヤタリー パヤー・ラコーンラン いて報告を命令

4 バーン、パヤー・ラ

ンブーン

小暦1188年戌年第 1826／4／20 官郎文書 B チャオバヤー パヤー・ウタイター 関所の防彿を圓め 皿
5 8年5月二分13日 ・チャタリー ニー るよう命令

水曜日

丑年第1年5月黒 ユ829／4／24 官印文書 A チヤオパヤー バヤー・ピツサヌ 象牙を首都に送る ｝
分6日金曜臼 ・チャタり一 ローク、ビチヤイの よう命令

6
ルアン・ナー、役人、

バヤー・サワンカ
ローク、パヤー・ス

コータイ

　 　
官E；1文轡 その他 チャオバヤー アユタヤ守護バ 人員管理 一

7 ・チャタリー ヤー・チャイウィチ

bト

辰年尾4年4月黒 圭833／3／19 官印文書 B プラヤー・マ （チヤオプラヤー・ カンボジア情勢に 北方坦当民贅ll局

s 分14日鍔曜日 ハーアムマー ボディ　ンデーチ ついて勅命を通知 長、ブラーイチ
ト ヤー） ユアック

巳年第5年7月白 1833／5／31 官印文書 B チヤオブラヤー ムクダーハーン劉主 スワイ受領を通達 ブラーイチュア
9 分13日 ・チヤタリー ブラ・チャンスリウ

ﾋン

ツク

申年第8年7月黒 1836／6／10 富印文嘗 その他 チヤオプラヤー スワンナプームの役 スワンナブームの ブラーイチュア
三〇 分11B ・チヤタリー 人 幽霊およびラーチ ック

（以下略） ヤウオン任命

酉年第9年6月熈分 L837／5／13 官印文婁 B チャオブラヤー ブラ・ピレーンタラ ヴィエンチャンの プラーイチュア

9日日曜日 ・チャタリー テープ、ノーンカー ラーオ人の処概に ック、ルアン・

イ国主プラ・バトゥ ついて指示 シーセーナー／6

11 ムテーワー、ノーン 月黒分7日
ハーン隊注ブラ・ピ

タックケートカン

戌年成就年6月置 ま838／5／15 官印文齊 A プラヤー・マ チャチューンサオの カンボジア王族オ 一
分7臼火曜日 ハーアムマー ルアン・ヨクラバッ ン・ドウアンの水

ト ト、役人 牛および牛車を守
12 るよう命令

！1・暦1200年戌年成 1839／3／10？ 官職文書 A チヤオパヤー パヤー・チェンマイ、 英人二三 プラーイチュア

就年4月黒分三2B ・チヤタリー パヤー・ラコーン、 ツク

日曜B パヤー・ラングーン
13

小鷺三200年戌年成 王839／3／10？ 官印文書 A チャオパヤー バヤー・チェンマイ、 英人への家畜売却

就年4月黒分12日 ・チヤタリー パヤー・ラコーン、 蜘ヒ

陰曜日 バヤー・ラングーン
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奥宵構成要件
伝達者 出　　典

修正者 閲覧春 上奏著 音議者 裁可者 同廊者

一 一 一 一 チャオクン・ ｝ ナーイ・リッティ／5 C滉HMNCM，
ファーイヌア、

vラーイチュ

月白分1日 PP．40・4圭．

アック

｝ 民部大臣 北方揮当民部 ルアン・シー 国ヨシ4月… 一 パヤー・スレーンラー CMHMNCM，
局長 セーナー 日／アマリン

{殿

チャセーナー

PP．42・43．

一 一 一 一 北方担当民部 … プラヤー・ノラーラー CM…IKYT，

局長 チャモントリー／2月

瀦ｪ4iヨ

PP，191・194．

一 一 一 ｝ ブラヤー・ クン・アマリ 一 RRMNAS，　pp．

ラーチヤス
oーワデイー

^4月目分7

ン、クン・プ

鴻?

48－51．

日／邸宅

～ チヤ　才　パ チャオクン・ ルアン・シー 国王／8｝ヨ黒 ｝ ｝ CMHMNCM，
ヤー・スパー フアーイヌア セーナー 分6日／チャ PP．55・59，

ワディー／8 クラパットビ

月白分璽2日／

c政鍛

マーン窟殿

一 一 一 プラ・ラーチ バヤー・ラー …
アーボーンヨ三子／8月 CMHM展CM，

ヤセーナー チャスバーワ

fィー、チャ

Iクン・フ
Aーイヌア／

塁～分12日 PP、60－63．

8月黒日12日

^議政堂

　 チャオクン・ チヤオクン・ ルアン・シー 田王／10月白 一 カンベーンペットの轡 CMHMNCM，
ファーイヌア ファーイヌア、 セーナー 分6日／チヤ 記クン・アクソン／10 PP，65・70．

吋チャオク ブラーイチュ クラバツトビ 月白分2日（？）

ン・ラーチャ

Xバーワデ
C｝

アック マーン宮殿

一 一 チャ才クン・ ルアン・シー 国王バ0月黒 一 バヤー・チヤーオ． CMHMNCM、
ファーイヌア セーナー 分1日／アマ ターオ・シッティ、 PP．99・104、

リン宮殿 セーン・シーサバー
^10月黒分7日

チャオクン・ 　 チャオクン・ ルアン・シー 国王ノ12月白 ㎜ 叩網官クン・アクソン RKK，

ファーイヌア、 フアーイヌア セーナー 分1B／アマ ／12月白分2日 PP．三7－29．

プラーイチュ

Aック、チャ

Iクン・シー

リン宮殿

ビパット

一 ㎜ 　 一 プラヤー・ 一 ルアン・インモンティ RRMNRS，
シーサハテー

v、

uラヤー・マ

アン／8月白分1日 PP．62－66．

ハーテーブ

… 一 一 　 北方握当民郡

ﾇ長／1明…
｝ 一 RKK，　PP．32”34．

日／左議政堂
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命令文書本体

No． B　　付 日付（西贋） 文書様式 本文書式 発儒醤 受儒者 内　容 起草者

亥年第1年5月白 1839／4／4？ 通行許可証 （通行詐 民部籔直官 勅使、沿道認到の国 英人の通行許可 書冊官ルアン・

分1艮土曜B 可証） ナーイ・ラッ 主・役人 アツカスソトー
王4

トルアットボ ン

小暦1201年亥年第 1839／4／4？ 官印文轡 A チャオバヤー パヤー・チェンマイ、 英緬関｛系 プラーイチュア

王年5月白分1日 ・チャタリー バヤー・ラコーン、 ツク
15
土曜日 パヤー・ラングーン

など

壕・暦1201年亥年第 1840／1〆8 官印文書 A チヤオプラヤー 民部大臣チヤオプラ 衣服の下賜を通逮 ルアン・シー

1年2月白分4日 ・チャタリー ヤー・ボデインデー セーナー

水曜日 チャー
16

亥年第1年2月白 1840／1／8 官印文書 A チャオプラヤー プラーチンプリーお 下賜品の衣服をプ

分4日水曜田 ・チャタリー よびカビンプリーを ラタボンに届ける

闇下 守護する役入 よう命令

子年第2年4月照 1841／2／23 官印文書 B チャオプラヤー ナコーン・ラーチャ バクトンチャイの 一

分8日鍔曜B ・チャタリー シーマーを守護する スワイを級収する

17 ブラヤー・バラット、 よう命令

役人

寅年第4年8月黒 1842／6／19 官印文書 B チャオバヤー パヤー・チェンマイ ビルマ惰勢 一

18

分9日 ・チャタリー など

寅霜融4年閏8月 1842／7／8 官印文書 その他 チャオバヤー パヤー・カンペーン 象の輸送 ブラーイチュア

19

品分1日金曜日 ・チヤタリー ペットなど ツク

寅年第4年IG月白 1842／9／12 官印文欝 A チヤオバヤー バヤー・チェンマイ、 チーク材伐採料を プラーイチュア

分8日躍暇日 ・チヤタリー ランバーンのパ バンコクに送付す ツク

ヤー・ラコーン、ラ るよう命令

ンプーンのパヤー・
20

ウパラート、ターク

のバヤー・インタキ

リ、パヤー・カン
ベーンベットなど

小醗205年瑳1年第 1843〆9／13 官印文帯 B チャオパヤー チェンマイのパ チェンマイが捕ら プラーイチュア

5年圭9月黒分5日 ・チャタリー ヤー・チェンマイな えたビルマ人は王 ック
2韮

水曜日 ど 族ではないことを

通達

卯年第5年12月白 1843／10ノ踏 官印文書 B チャオプラヤー 兵部大望チヤ才プラ アユタヤ地方にお ルアン・シー

分2日火曜B ・チャタリー ヤー・プラクラン ける運河堰き止め セーナー

22
工事について

辰年第6年7月黒 1844／6／13 宮際文轡 B プラヤー・マ チャオブラヤー・ナ 象の献上と偽造貨 一
分13旧木曜降 ハーアムマー コーンラーチャシー 幣没収について

23 ト マー

辰年第6年10月黒 1844／10／9 官郎文轡 その他 プラヤー・マ 旧都守護ブラヤー・ 水牛略取事件関係 ｝
24 分13日水曜B ハーアムマー チャイヤウィチット 著をバンコクに護

ト 寵するよう命令
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奥瞥構成要件

修正者 閲覧者 上奏者 膏読考 裁可者 凹凹者
伝達者 出　　典

皿 一 チヤオクン・

tアーイヌア

ルアン・シー

Zーナー（上

t時）、ルア

刀Eテーペー

刀i兵部大甑

ﾉ上ε押扮

国王／3月無

ｪ10日／アマ
潟搭{殿→兵

s大臣パ
п[・プラク

宴刀^3邦黒
ｪ12日／左議

ｭ堂

一 チェンマイのセーン・

^ー　ニー、　ター　オ・

pーブ／3月黒分14日

CMHMNCM，
oP．111・116．

一 チャオクン・

tァーイヌア
一 ㎜ プラーイチュ

Aック／3月
封ｪ12田／議

ｭ堂

一 パヤー・ラタナムアン

Pーオ
CMHMNCM，
oP．　l16・117，

　 一 一 一
北方担当民部

ﾇ長／4月黒
ｪ1日日曜／
ｶ議政裳

｝ ムーン・ウィセートノ

S月黒分3日

RKK，　PP．37－4L

一 一 　 一 ブラヤー・

堰[チャ　ス

oーワデイー、

`ャオクン・

tァーイヌア

一 ブラ・バクデイヌチッ
g

RRMNRS，
oP．67幽68．

ブラーイチヤ

cク
一 一 　 バヤー・ラー

`ヤスバーワ

fイー／15日

ルアン・シー

Zーナー

ソムバットボーディン

ﾌ山中困人バット・シ

Aチャック　（？）／5

誌R分5日土曜

CMHM翼CM，
oP．130・131．

一 ｝ 一 一 チャオクン・

tァーイヌア
一 小姓ナーイ・ラーチャ

uリダー／5月樵分5
咩y曜

CMHM翼CM，
oP，131・132，

｝ 一 　 チャオクン・

tァーイヌア

ブラヤー・

堰[チャス
oーワディー、
uラヤー・べ　　■ットヒチヤイ

^10月白分三1

ルアン・テー

yーン

国都省のクン・ノラ
oーン／10月凹凹11日

y曜

RKK．　PP．47－51・

一 　 一 一 ブラヤー・

堰[チャス
oーワディー

^3月白分9
冝^登録局局

ﾉ

一 ルアン・ピピットサー

梶[／3月白分10日

RKK，　PP．41醒44．

パヤー・ラー

`ャスパーワ

fィー、チャ

Iクン・フ
Aーイヌア

一 人貝登録局長 ブラ・ラーチ

ャZーナー

国三E／6月白

ｪ5日／アマ
潟搭{殿

｝ ナーイ・ノーイマハー

uロム／6甥白分8日
CMHMNCM、
oP，180－186．

パヤー・ラー

`ャスパーワ

fイー

　 バヤー・ラー

`ヤスバーワ

fイー

ブラ・シー

Zーナー

国ヨ三／u月白

ｪ3日／アマ
潟搭{殿

パヤー・バム

戟[バツク、

oヤー・ピパ

bトコーサー、

oヤー・チ
〟[ヂッ　ク

堰[チャセー

g、バヤー・

}ハーテーブ、

uラ・スリヤ

oクデイ、ブ

堰Eナリン
Zーニー

　 CMHMNCM，
oρ、189・201．
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ラタナコーシン朝前期における文書処理システム（川口）

命令文書本体

No、 日　　付 日付（西謄） 文書様式 本文書式 発信者 受信巻 内　容 起草著

辰年第6年4月白 lS45／3／9 官印文醤 B チャオバヤー チェンマイのバ 北方の情勢につい ブラーイチュア

分2日日曜日 ・チャタリー ヤー・ウィチェンプ て ック、ルアン・

25

ラカーンなど シーセーナー

小暦1206年辰年第 1845／3／9 官臨文書 B チヤオパヤー ラングーンのパ チーク材献上につ ルアン・シー
6年4月白分2日 ・チャタリー ヤー・ラングーンな いて返答 セーナー

26
測曜日 ど

辰年第6年4月黒 1845／3〆23 官印文終 その他 プラヤー・マ 旧郡のルアン・マ 原皆の中副人ユー ｝

分1日 ハーアムマー ハータイなど を勅使に引き渡す
27

ト よう命令

曝年第7年5」撚 1845／4／25？ 官印文書 B チャオブラヤー チャオプラヤー・ナ 象の献上について 一

分5日金曜臼 ・チヤタリー コーンラーチャシー

28 マー

頃年策7年5月黒 1845／4／25？ 官印文轡 A チヤ才バヤー パヤー・カンペーン チェンマイに象を チャオクン・フ

分5陰木曜日 ・チャタリー ベット 取りに行くよう命 アーイヌア
29

令

a年第6年5月黒 1845／4／23 官印文書 A パヤー・マ 沿道言巽国のi旧注、役 チェンマイから首 一
30 分2日（ママ） ハーアムマー 人 都へ象を送るよう

ト 命令

小磐1207年巳年第 1845〆9／14 官印二二 B チヤオプラ 旧都のブラ・パラツ 強盗事件について チャオクン・フ

7年10月臼分13日 ヤー・チャタ トなど 勅使とともに審理 アーイヌア

土曜日（？） リー山下 に当たるよう命令

31
巳年第7年3月白 1846／2／5 官印文書 その他 プラヤー・ 二二のブラ・パラッ アユタヤの工程を

分9日木曜 ラーチャス ト、役人 軍に供鵡するよう

バーワディー 命令

周年第7年3月頃 ｝846／2／6 宿田文轡 その他 チャオプラヤー 慣都のプラ・パラッ 地租横領事件を霧 プラ・シーセー

32

分1GB木畷 ・チャタリー ト、役人 理するよう命令 ナー

未年第9年6月白 1847／4／20 官印文露 8 チヤオパヤー チェンマイのバ ビルマ四四につい ルアン・シー
分6日火曜日 ・チャタリー ヤー・ウパラートな て返答 セーナー

33 ど

小磐12G9年1三月黒 1847／10／29 宮印文轡 A チヤオパヤー チェンマイのパ チェンマイ王およ ブラ・シーセー

分5日金曜日 ・チヤタリー ヤー・ラーチャウ才 びウバラート任命 ナー

ン、ランバーンのバ

ヤー・ウパラート、

ランバーンのバ
ヤー・ウパラートな

34 ど
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奥墾購成要件

修正者 閲覧者 上奏者 膏読者 裁可者 同席者
伝達者 出　　典

パヤー・ラー

`ャスバーワ

fィー

… バヤー・ラー

`ャスパーワ

fィー

ブラ・シー

Zーナー

濁王／11月臼

ｪ3日／アマ
潟搭{殿

バヤー・バム

戟[バック、

oヤー・ビバ

bトコーサー、

pヤー・チ
〟[ヂッ　ク

堰[チャセー

g、パヤー・

}ハーテーブ、

uラ・スリヤ

pクデイ、ブ

堰Eナリン
Zーニー

一 CMHMNCM，
oP．201・206、

｝ 一 一 … バヤー・ラー

`ャスバーワ

fィーバ1月

ﾊ分u日／邸

一 チェンマイのバヤー・

`ャイシッティアクソ

塔iーンカムター／11

詩蕪ｩ11日

CMHMNCM，
吹C224．

一 　 ｝ 一 ブラ・シーサ

nテーブ／6

飼瀦ｪ9日

㎝ 漕　　艇　　局　　の

oOthOnchanpトanruan
X（？〉

RKK，

oP．94　IOO．

　 一 … 斑部大臣 　
左部王宮警察ムーン・

rーロム／12月白分…0

匤燉j

CMHMNCM，
oP．265・266，

一 　 一 ブラ・ラーチ

ャZーナー

ウオンサーテ

Cラーサニッ

g競王、民部

蜷ｷ／宮、邸

﨟^1月白分
ﾊ0日B曜

ルアン・チャ

?ノンバクデ
Dイー、　ナー

C・サワット、

泣Aン・ボッ

`ヤウィラー

g、クン・ウ

hム

ワンチヤイ大蔵局のク

刀Eナッティ／正月白

怩P3囚水曜

CMHMNCM，
oP，258・264．

一 一 一 プラ・ラーチ

ャZーナー

艮部大距
一 パヤー・プロムシン CMHMNCM，

吹D268．

一 一 …

｝
．

ウオンサーテ

Bラーサニッ

g親ヨシ1月
瀦ｪ12β／御

ﾀ船

ブラヤー・タ

[ク
一 RKK，

oP．1！1一三13．

一 　 ｝ 一 プラ・シー

Zーナー
一 皿 RKK，

?Ｐ，113“l14．

一 一 一 … プラ・シー

Zーナー
一 一 RKK，

oP．121一ユ30．

一 … ㎜ 一 ブラ・ラーチ

ャZーナー
… チャイナートのルア

刀Eバラット／1月白

ｪ8日．日曜

CMRMNCM，
oP294．
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ラタナコーシン朝前期における文書処理システム（川口）

命令文書本体

No． 日　　付 日付（薩暦） 文書様式 本文書式 発信者 受信者 内　書 起草者

小照1209年正1月頃 1847／10／29 官印文書 A チヤ才バヤー チェンマイのパ ラングーン国主任 プラ・シーセー

分5B金躍日 ・チャタリー ヤー・ウパラート代 命 ナー

理ナーイ・ビムサー

ン、ランバーンのパ

ヤー・ウバラート、

ラングーンのバ
35 ヤー・ウパラートな

ﾇ

未年第9年ユ三月黒 1847／U〆3 富印文警 A チャオバヤー チャイナートのルア チェンマイ王に鉄 一
分H日水曜日 ・チヤタリー ン・パラット、果樹 を提供するよう命

36 園税徴収請負人ク 令

ン・バムルンソムバ

ットなど

午年成丁年 1858 田印文瞥 A チヤオブラヤー チャオブラヤー・マ チェンテーンの ルアン・シー
・チャタリー ハーシリタム、プラ セーン二三子をアユ セーナー

37 ヤ・サラブリーなど タヤの御休息所に

宿泊させるよう命

ﾟ
未年第1年12月白 lS59／1レ4 官Eil文轡 その他 民郡大隠チャ パヤー・ラーチヤウ 北タイの情勢およ プラ・ラーチャ

分｝0臼金曜日 オパヤー・二 才一ラヌクン、プ ぴ降爾量について セーナー
38

コンボーゲイ ラ・シーサハテーブ 通遠

未年第1年白分13 1859／12／7 スッパアク A （宰相） ラングーン王など 在バンコク・イギ ブラ・ラーチャ

日水暇EI ソン リス総数事ショー セーナー

宮印文書 A チヤオバヤー

Eチヤタリー

ランバーン王代理チ

ャI・ウパラート、

ンバーグの北タイ

去@について通達

チェンマイのチャ
オ・ウバラートなど

平年第1年口分13 1859／12〆7 官印文書 A チャオパヤー タークのパヤー・ 紛領事一行に便宜
39
日水曜日 ・チャタリー タークなど を図るよう命令

未年第三年白分13 1859／12／7 宮印文警 A チャ才ブラヤー 沿道諸閨の圓主、役 総領事一行に便宜

日水曜1］ ・チャタリー 人 を図るよう命令

来年第】年白分…3 1859ノ圭2／7 官印文謄 その他 プラ・ラーチ タークのバヤー・ 命令文書に従うよ

日水曜日 ヤセーナー ターク、プラ・ウィチ う指示

ットラクサー、役人

未年第1年2月黒 1860／1／19 鴛f印文書 その他 チヤオパヤー パヤー・ターク、役 人員管理 ブラ・ラーチャ

4（｝ 分12日木曜田 ・ニコンポデ 入 セーナー

イン

酉年第3年1月白 1861／12／14 欝障文番 A チャオブラヤー 1β都のブラヤー・ 龍宮造営のために ｝
分12日ニヒ曜日 ・チャタリー ボーラーンブラーヌ 煉瓦・石灰を用意

41 ラックなど するよう命令

亥年第5年8月白 圭863／6／30 官印文轡 A チヤ才プラヤー プラヤー・アーハー 行幸に際して劇場 プラ・シーセー

42 分15日火曜日 ・チャタリー ンボリラック を設営するよう命

ﾟ
ナー

亥年第5年4月白 蓋864／3／22 官印文婁 A チヤオブラヤー 旧都のプラヤー・ 仏線製作のために ブラ・シーセー

43 分15潤火曜日 ・チャタリー ボーラーンブラーヌ 粘土を採取するよ ナー

ラックなど う命令

丑年第7年王月白 1865／11／25 官印文警 その他 チヤオバヤー ランバーン王、チャ チーク材売買契約 ブラ・ラーチャ

44 分7日土曜日 ・ブートラー オウパラーチャウォ について指示 セーナー

バイ ン
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奥紺誠要件
伝達名・ 出　　典

修正者’ 閲覧者’ 上奏者’ 膏読暮9 ．裁可者 同席者

一 一 … 一 蝿離大臣 一 チェンマイのナーン・ CMHMNCM，
カム／三2月刈分5日火

j
PP，315・316．

一 ｝ 一 ｝ 民部大臣 ｝ 役人クン・ウィチャー CMH巌NCM，
ン／12月黒分5日火曜 PP、3i5・317，

一 一 　 パヤー・チヤ 民部大臣／5 一 ナーイ・チャムルーン、 CMHM翼CM、
一七一ンボデ 月白分5日目 ブラ・マハーテーブ／ PP．319・323．

イー、クン・ 曜／邸宅 5月白分1ユ日金曜

ビピットアク

¥ン

一 　 一 　
民部大綴 ノンタブリー プラーチンブリーの物 TSKK，

の笹註己ルアン 納税賞納隊長クン・イ PP．137－138・

・サックセー

�e

ン

一 一 プラヤー・チ 　 民部大臣／8 プラ・ラーチ 　 CMHMNCM，
ヤーセーンボ 月白分9日 ヤセーナー、 PP．337・338．

ディー クン・ビピッ

トアクソン

た
め
に
表
か
ら
は
除
外
し
た
。

　
そ
れ
で
は
奥
書
の
構
成
要
件
の
う
ち
、
比

較
的
事
例
が
多
く
、
か
つ
発
給
過
程
に
お
い

て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
起
草
者
、
上

奏
者
、
上
奏
時
に
お
け
る
音
読
者
、
裁
可
者

に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
起
草
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。
表
か
ら

起
草
者
は
三
四
例
、
う
ち
そ
の
欽
弓
蔵
か
ら

北
方
担
当
民
部
局
帳
簿
担
当
副
手
長
が
一
二

例
、
帳
簿
担
当
次
官
が
一
〇
例
、
北
方
担
当

民
部
局
奏
聞
掲
当
副
局
長
五
例
で
あ
っ
た
。

事
例
が
少
な
い
た
め
断
定
は
で
き
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
中
級
な
い
し
高
級
官
僚
が
起
草

を
担
当
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ダ
ム
ロ

ン
親
王
は
命
令
文
書
の
起
草
を
行
う
の
は
奏

任
官
（
犀
訂
蜂
。
訂
訂
づ
畠
き
。
。
雪
《
岡
げ
讐
）
と

　
　
　
　
⑧

し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
上
記
の
官
僚
た

ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
草
案
は
他
の
官
僚
に
よ
る
修
正
や
閲
覧
を
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ラタナコーシン朝前期における文書処理システム（川口）

命令文書本体

Ko， 日　　付 日付（　　　．tt薦暦） 文欝様式 本文書式 発信者 受信考 内　容 起草者

寅年第S年12月黒 …866／…三／27 官印文書 その他 チヤオパヤー アユタヤのバヤー・ 盗賊の逮捕・審理 一
45 分5日火曜日 ・プートラー チャイヤウィチット を命令

パイ など

寅年三8年三2月黒 1866／11／27 官印文書 その他 チヤオパヤー アユタヤのパヤー・ 河瑚の水位の報告 一
46 分5日火曜日 ・プートラー チャイヤウィチット を命令

パイ など

辰年依然第9年5 1868／4／2 官印文帯 その他 民部大臣チャ チェンマイのプラチ イギリスの領事裁 バヤー・チャー

月白分10日木曜B オブラヤー・ ヤオ・カーウィロー 判権下のビルマ人 セーンボディー、

ブートラーパ トスリヤウォンなど の響理について指 クン・ビピット

イ 示 アクソン／邸宅

辰年依然第9年5 1868〆4／2 官印文書 その他 民部大臣チャ チェンマイ王ブラチ イギリスの領事裁

月白分lo臼木曜日 才プラヤー・ ヤオ・カーウィロー 覇権下のビルマ人

ブートラーバ トスリヤウォンなど の箒理について指

イ 示

辰年依然第9年5 1868／4／2 宮印文書 その他 災部大距チャ チェンマイ王プラチ イギリスの領事裁

奄7 月白分玉。日木畷臼 オブラヤー・ ヤオ・カーウィロー 判権下のビルマ人

プートラーパ トスリヤウォンなど の密理について指

イ 示

辰年依然第9年5 1868／4／2 宜印文書 その他 民部大i毒：チャ タークのブラヤー・ イギリスの領事裁

月白分10日木曜日 オプラヤー・ ターク、役人 判権下のビルマ入

ブートラーパ の審理について指

イ 示

辰年依然第9年5 1868／4／2 官印二二 その他 民部大糖チャ タークのブラヤー・ イギリスの領事裁

月白分10日木曜B オブラヤー・ ターク、役入 判権下のビルマ人

プートラーバ の欝理について指

イ 示

辰年忌就年7月目 1868／6／正 国印文例 その他 民部大江チャ シアマラートの法務 フランスの領～1臓 ブラ・ラーチャ

分11日月曜日 オプラヤー・ 官プラ・ウィセート 判書下にある原欝、 セーナー

48 プートラーバ モントリー、役人 被告をフランス側

イ に引き渡すよう命

ﾟ
辰年成就年8月白 1868／8／29 官印文書 B プラヤー・チ 左部ヨ三宮警察局長プ シャン人の審理に 　

49
分10日月曜日 ヤクリー ラ・マハーテーブ ついて指示

［濁

＊本文書式とは、第三章で述べたように、A勅命を伝達する書式、　B上申文書の上奏の結果下された勅命を伝達する｛i拭である。

＊奥i聖こ日付、場所が鶏されている場合は、これを併記する。また裁可などが2度に及ぶ場合は矢印で顯番を示す。

ム
そ
の
も
の
の
性
格
を
知
る
上
で
有
効
な
手

に
す
る
こ
と
は
、

文
書
処
理
や
政
治
シ
ス
テ

裁
可
権
が
誰
に
帰
属
し
て
い
た
か
を
明
ら
か

も
重
要
な
行
為
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

が
　1

裁
可
は
文
書
の
発
給
過
程
に
お
け
る
最

そ
れ
で
は
次
に
裁
可
者
に
つ
い
て
で
あ
る

の
名
は
一
度
も
現
れ
な
い
。

て
い
た
と
記
し
て
い
る

親
王
は
奏
聞
担
当
次
官
が⑨が
　1

奏
聞
担
当
次
官

こ
の
任
を
担
当
し

担
当
副
局
長
が

例
で
あ
る
。

ダ
ム
ロ
ン

ち
そ
の
欽
旧
名
か
ら
北
方
担
当
民
部
局
帳
簿

て
お
き
た
い
。
音
読
者
は
一
四
例
あ
り
、

、
つ

誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
指
摘
し

と
と
し
、

こ
こ
で
は
上
奏
に
際
し
て
音
読
が

つ
い
て
は
裁
可
者
の
と
こ
ろ
で
言
及
す
る
こ

名
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

上
奏
者
に

あ
る
場
合
、

奥
書
に
は
上
奏
者
と
音
読
者
の

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

裁
可
者
が
国
王
で

経
て
た
の
ち
、

発
給
の
裁
可
が
下
さ
れ
る
。
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が
か
り
と
な
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
以
下
で
は
裁
可
者
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
裁
可
者
は
五
七
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
う
ち
、
国
王
が
一
五
例
と
最
多
を
示
し
て
い
る
が
、
ま
ず
国
王
以
外
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

裁
可
者
五
七
例
の
う
ち
、
民
部
大
臣
が
一
二
例
、
北
方
担
当
民
部
局
長
（
チ
ャ
オ
ク
ン
・
フ
ァ
ー
イ
ヌ
ア
）
と
人
員
登
録
局
長
プ
ラ
ヤ
i
・
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

チ
ャ
ス
パ
ー
ワ
デ
ィ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
八
例
を
示
し
、
国
王
を
除
け
ば
こ
の
三
名
が
主
に
裁
可
を
下
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
三
名
の
う

ち
、
民
部
大
臣
が
マ
ハ
ー
タ
イ
か
ら
被
管
地
方
へ
の
文
書
の
発
給
を
裁
可
し
て
い
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
他
の
二
名
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
両
名
が
裁
可
を
下
し
て
い
る
の
は
、
表
か
ら
一
八
三
七
年
か
ら
四
七
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
期
、
シ
ャ
ム
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
支
配
権
を
巡
っ
て
玩
朝
ベ
ト
ナ
ム
と
断
続
的
に
戦
火
を
交
え
て
い
た
。
当
時
の
民
部
大
臣
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
・
ボ
デ
ィ
ン
デ
ー
チ

ャ
ー
は
総
司
令
官
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
赴
き
、
長
期
に
わ
た
っ
て
首
都
を
空
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
臣
不
在
の
問
、

北
方
担
当
民
部
局
長
と
人
員
登
録
局
長
（
本
名
ト
ー
・
カ
ン
ラ
ー
ヤ
ナ
ミ
ッ
ト
、
の
ち
の
民
部
大
臣
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
・
ニ
コ
ン
ボ
デ
イ
ン
）
が
、
大
臣

に
代
わ
っ
て
裁
可
の
任
に
当
た
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
マ
ハ
ー
タ
イ
か
ら
発
給
さ
れ
る
文
書
は
大
臣
な
い
し
大
臣
代
理
の
官
僚
に
よ
っ
て
裁
可
さ
れ
て
い
た
が
、
国
王
が
裁
可
を
下
す

際
に
も
、
大
臣
な
い
し
大
臣
代
理
を
経
由
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
裁
可
者
五
七
例
の
う
ち
国
王
が

最
多
の
一
五
例
で
あ
る
。
し
か
し
上
奏
者
を
見
て
み
る
と
、
全
十
六
例
中
、
北
方
担
当
民
部
局
長
が
八
例
、
人
員
登
録
局
長
が
三
例
、
民
部
大

臣
が
二
例
と
な
っ
て
お
り
、
大
臣
な
い
し
大
臣
代
理
が
上
奏
の
任
に
当
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
草
案
の
多
く
は
大
臣
・
大
臣
代

理
に
提
出
さ
れ
た
の
ち
、
彼
ら
に
よ
っ
て
裁
可
さ
れ
る
か
、
国
王
の
裁
可
を
得
る
た
め
に
上
奏
さ
れ
る
か
、
い
ず
れ
か
の
経
路
を
た
ど
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
自
身
で
裁
可
を
下
す
か
国
王
に
裁
可
を
求
め
る
か
を
専
断
で
き
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
発
給
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
大

臣
・
大
臣
代
理
が
か
な
り
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
。

　
こ
こ
で
、
実
際
の
統
治
行
為
に
お
け
る
国
王
と
マ
ハ
ー
タ
イ
宮
僚
と
の
関
係
性
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
命
令
文
書
の
本
文
書
式
と
裁

可
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
命
令
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
、
ト
ラ
ー
双
方
と
も
本
文
の
多
く
は
勅
命
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ラタナコーシン朝前期における文書処理システム（川口）

を
伝
達
す
る
書
式
で
書
か
れ
て
い
た
。
表
1
の
本
文
書
式
の
欄
に
は
、
勅
命
を
伝
達
す
る
書
式
を
A
、
上
申
文
書
の
返
答
と
し
て
の
勅
命
を
伝

達
す
る
書
式
を
B
と
し
て
記
し
て
い
る
。
命
令
文
書
五
九
点
の
う
ち
、
勅
命
を
伝
達
す
る
A
B
の
本
文
書
式
を
持
つ
も
の
は
四
六
点
、
う
ち
国

王
が
裁
可
し
た
も
の
は
＝
二
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
命
令
文
書
の
多
く
は
勅
命
と
し
て
発
給
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
王
は
そ
の
内

容
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
官
僚
は
自
ら
の
命
令
を
勅
命
と
し
て
発
給
し
て
い
る
、
な
い
し
命
令
に
正
当
性
と
拘
束
力
を
付
与
す
る

た
め
に
、
勅
命
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
命
令
文
書
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
国
王
自
身
の
指
示

は
宮
僚
の
命
令
の
中
に
埋
没
し
、
国
王
が
自
身
の
意
図
を
実
際
の
統
治
行
為
に
反
映
し
が
た
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
な
お
案
件
と
裁
可
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
朝
貢
国
王
の
任
命
（
表
－
酌
－
、
3
4
、
3
5
）
や
、
ア
ユ
タ
ヤ
滅
亡
以
来
の
敵
対
国
で
あ
る

ビ
ル
マ
に
関
係
す
る
文
書
（
表
－
酌
4
、
1
5
、
2
1
、
2
5
、
3
3
）
は
国
王
の
裁
可
を
仰
い
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
案
件
内
容
と
発
給
過
程
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
多
く
の
事
例
を
集
め
れ
ば
様
々
な
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

さ
て
、
裁
可
が
な
さ
れ
た
後
は
清
書
と
捺
印
が
な
さ
れ
る
・
ダ
ム
。
ン
墾
は
当
直
官
が
清
書
を
行
・
て
い
た
と
す
る
⑫
現
段
階
で
は
判

然
と
し
な
い
。

　
次
に
捺
印
に
つ
い
て
で
あ
る
。
署
名
が
あ
ま
り
一
般
的
で
な
か
っ
た
前
近
代
タ
イ
に
お
い
て
、
捺
印
は
文
書
に
公
証
力
を
付
与
す
る
ほ
と
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ど
唯
一
の
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
捺
印
の
重
要
性
に
鑑
み
、
少
し
詳
し
く
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
マ
ハ
ー
タ
イ
に
お
け
る
捺
印
に
つ
い

て
は
、
興
味
深
い
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
・
そ
れ
は
示
暦
＝
九
二
年
捺
印
台
帳
」
と
題
さ
れ
た
帳
簿
史
料
で
あ
如
・
こ
の
擦
印
台
帳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
は
、
小
暦
＝
九
二
年
九
月
目
分
一
〇
日
か
ら
一
二
月
白
分
六
日
目
～
八
三
〇
年
七
月
三
〇
日
か
ら
　
○
月
二
二
日
）
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
日
誰
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ど
の
よ
う
な
内
容
の
文
書
に
、
合
計
何
通
捺
印
し
た
か
が
記
さ
れ
て
い
る
。
メ
モ
書
き
に
近
く
、
文
意
が
取
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
試

　
　
　
　
　
　
　
⑯

訳
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　
　
一
〇
月
白
分
七
日
　
捺
印
　
当
直
ナ
ー
イ
・
チ
ャ
ム
ナ
ー
ン
　
ナ
コ
ン
チ
ャ
イ
シ
ー
へ
、
賊
が
ラ
ー
チ
ャ
ブ
リ
ー
の
プ
ラ
・
モ
ン
テ
ィ
ア
ン
の
隊
の
象
を

　
　
盗
ん
だ
件
の
審
理
、
一
［
通
］
。
ロ
ッ
ブ
リ
ー
へ
、
ル
ア
ン
・
ワ
ー
ス
テ
ー
プ
に
石
膏
焼
成
の
催
促
に
行
か
せ
る
、
一
［
通
］
。
［
合
計
］
二
［
通
］
。
当
直
ナ
ー

97　（885）



イ
・
ク
ウ
ェ
ー
ン
　
プ
ラ
チ
ム
［
ブ
リ
ー
］
へ
返
答
、
チ
ャ
ナ
ー
イ
（
タ
ナ
ー
イ
？
）
で
あ
る
ラ
ー
達
人
を
ダ
ー
ン
・
ソ
ー
ム
に
居
住
せ
し
め
る
、
一
［
通
］
。

ペ
ッ
チ
ャ
ブ
ー
ン
へ
、
煙
草
税
徴
収
請
負
人
任
命
、
｝
［
通
］
。
［
合
計
］
二
〔
通
］
。
［
合
計
］
四
［
通
］
。
書
記
官
ル
ア
ン
・
ア
ッ
カ
ス
ン
ト
ー
ン
が
、
書
記
官

の
代
理
と
し
て
ナ
ー
イ
・
コ
ー
ン
を
し
て
免
税
証
書
に
捺
印
さ
せ
た
。
免
税
証
書
は
、
文
民
側
と
し
て
、
宮
内
省
一
五
［
通
］
、
港
務
局
四
〇
［
通
］
、
農
務

省
二
四
［
通
］
、
右
部
高
等
義
勇
兵
［
局
］
二
通
］
、
在
家
信
者
八
六
［
通
］
、
ロ
ー
ム
［
プ
ラ
ラ
ー
チ
ャ
］
ワ
ン
［
局
］
三
三
［
通
］
、
先
任
の
バ
ラ
モ
ン
・
医
師

（
？
）
五
［
通
］
。
［
総
計
］
二
〇
四
［
通
］
。
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「
捺
印
台
帳
」
は
、
ま
ず
日
付
が
記
さ
れ
、
次
に
「
捺
印
（
翌
日
薮
）
」
と
書
か
れ
、
続
い
て
ど
こ
に
宛
て
た
、
い
か
な
る
内
容
の
文
書
に
誰

が
何
通
捺
印
し
た
か
が
記
さ
れ
て
い
く
の
が
基
本
的
な
書
式
で
あ
る
。
最
後
に
そ
の
日
に
捺
印
し
た
文
書
の
総
数
が
示
さ
れ
る
。
「
捺
印
台

帳
」
は
、
宮
印
使
用
の
責
任
の
所
在
を
明
確
化
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
捺
印
さ
れ
た
の
ち
地
方
に
送
付
さ
れ
る
点

を
考
え
れ
ば
、
命
令
文
書
の
発
送
記
録
と
も
一
蓄
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
「
捺
印
台
帳
」
か
ら
、
捺
印
の
任
に
当
た
っ
て
い
た
の
は
主
に
当
直
官
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
他
書
記
官
ル
ア
ン
・
ア
ッ
カ

ス
ン
ト
ー
ン
も
捺
印
し
て
い
る
が
、
頻
度
は
低
い
。
ま
た
捺
印
す
る
場
に
は
、
当
直
官
が
勤
務
す
る
議
政
堂
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

か
ら
、
捺
印
は
書
記
官
が
担
当
し
、
大
臣
邸
で
な
さ
れ
る
と
い
う
ダ
ム
ロ
ン
親
王
の
記
述
は
、
こ
の
時
代
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
な
お
、
当

直
官
た
ち
が
文
書
に
捺
し
て
い
た
印
章
は
、
民
部
大
臣
の
印
章
で
あ
る
獅
子
印
（
鼠
℃
ご
餌
彙
。
匿
ω
H
）
で
あ
る
。
獅
子
印
は
用
途
に
よ
っ
て
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

数
用
意
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
文
書
の
正
文
が
失
わ
れ
た
今
、
そ
の
使
用
法
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
捺
印
が
な
さ
れ
た
の
ち
、
実
際
に
文
書
を
宛
先
ま
で
届
け
る
役
人
に
渡
さ
れ
る
。
そ
の
事
実
が
草
案
に
記
さ
れ
た
の
ち
、
草
案
は
当
直
官
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

よ
っ
て
議
政
堂
に
保
管
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
マ
ハ
ー
タ
イ
に
お
け
る
命
令
文
書
の
発
給
過
程
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
発
給
過
程
を
図
示
す
る
と
、
図
2
の

よ
う
に
な
る
。
ま
ず
図
2
－
1
は
国
王
以
外
が
裁
可
す
る
場
合
で
あ
る
。
ま
ず
帳
簿
担
当
次
官
、
北
方
担
当
民
部
古
帳
簿
推
当
副
局
長
、
北
方

担
当
民
部
局
奏
聞
担
当
副
局
長
と
い
っ
た
群
僚
に
よ
っ
て
草
案
が
作
成
さ
れ
る
。
草
案
は
他
の
宮
僚
に
よ
っ
て
修
正
や
閲
覧
が
な
さ
れ
た
あ
と
、
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　　　　　　　　　　　　　　図2　命令文書の発給過程

図2－1　国王以外が裁可を下す場合

民部大臣
蜷b代理（北方担当民部局長，入員登録局長）

?簿担当次官など：裁可

（マハータイ二二：修正，閲覧） 当直宮：清書

帳簿卑小次官

?簿担当副局長
t聞担当副局長など：草案作成

当直官，書記官：捺印，

謌�苒?記入；於議政堂

伝達者

地方国・朝貢国

図2－2　国王が裁可を下す場合

国 王

上奏 草案の音読 裁可

民部大臣
蜷b代理（北方担当民部局長，

l員登録局長）など
帳簿担当副局長など

（マハータイ二二：修正，閲覧） 当直官：清書

帳簿担当次宮

?簿担当副局長
当直官，書記宮：捺印，

謌�苒?記入；於議政堂
奏聞担当副局長など：草案作成

伝達者

地方国・朝貢国
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発
給
の
裁
可
が
下
さ
れ
る
。
裁
可
は
基
本
的
に
民
部
大
臣
な
い
し
、
大
臣
不
在
の
場
合
は
代
理
を
務
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
北
方
担
当
民
部

局
長
や
人
員
登
録
局
長
が
行
っ
た
。
国
王
が
裁
可
を
下
す
場
合
は
図
2
－
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
主
に
民
部
大
臣
な
い
し
大
臣
代
理
が
一
日
二

度
の
謁
見
時
に
上
奏
し
、
主
に
北
方
担
当
民
部
局
帳
簿
担
当
副
局
長
が
草
案
を
読
み
上
げ
た
。
裁
可
を
得
た
文
書
は
清
書
さ
れ
、
議
政
堂
に
お

い
て
当
直
官
に
よ
っ
て
獅
子
印
が
捺
印
さ
れ
た
。
同
時
に
当
直
官
は
捺
印
し
た
事
実
を
台
帳
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
最
後
に
当

直
官
か
ら
伝
達
者
に
文
書
正
文
が
渡
さ
れ
、
そ
の
事
実
が
草
案
に
記
録
さ
れ
た
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ト
ン
ブ
リ
ー
朝
で
は
祐
筆
局
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

発
送
さ
れ
た
ス
ッ
パ
ア
ク
ソ
ン
も
、
当
該
期
で
は
こ
の
よ
う
な
発
給
過
程
を
辿
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

＠＠　（g）　¢＠　（s）　＠＠Qo

○
受
壷
ζ
渚
ρ
唱
．
O
ω
．
表
1
勘
1
9
。

人
員
登
録
簿
の
管
理
を
司
る
役
所
。

O
ζ
頃
ζ
累
ρ
唱
昌
一
。
。
9
表
1
酌
3
3
。

○
ζ
国
囚
メ
唱
．
憲
①
’
表
－
酌
8
。

○
竃
口
ζ
堵
ρ
℃
．
。
。
⑳
表
－
漁
4
。

O
窓
頃
竃
累
ρ
や
8
前
表
1
胸
3
4
。

O
ζ
畷
ζ
匿
ρ
℃
」
ω
野
表
1
酌
2
9
。

U
鎖
§
o
蹟
一
§
舞
愚
ミ
趣
§
も
．
鼻
O
．

導
ミ
毛
．
a
．

以
下
、
帳
簿
担
当
次
官
四
例
、

マ
ハ
ー
タ
イ
と
は
別
の
組
織
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
方
握
当
民
部
局
奏
聞
担
拳
副
局
長
、
同
局
帳

　
簿
摂
当
副
局
長
、
ウ
ォ
ン
サ
ー
テ
ィ
ラ
ー
ト
サ
ニ
ッ
ト
親
王
が
そ
れ
ぞ
れ
二
例
、

　
ピ
タ
ッ
ク
モ
ン
ト
り
一
親
王
、
兵
部
大
毘
、
左
部
王
宮
警
察
周
長
、
ロ
ー
ム
・
プ

　
ラ
ラ
…
チ
ャ
ワ
ン
局
長
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
で
あ
る
。

⑪
導
ミ
も
淑
ρ

⑫
た
と
え
ば
四
世
王
は
、
官
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
文
書
で
あ
れ
ば
何
で
も
真
正
と

　
見
な
す
風
潮
を
嘆
き
、
署
名
を
併
用
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
（
℃
勺
刃
《

　
＜
。
一
』
も
ワ
＄
為
し
。
）
。

⑬
O
ζ
頃
器
そ
。
ド
α
も
℃
．
G
。
甲
ミ
．

⑭
正
確
に
は
、
九
月
黒
分
六
目
以
前
の
記
述
も
ご
く
わ
ず
か
に
見
え
る
が
、
冒
頭

　
が
欠
け
て
お
り
、
何
日
に
あ
た
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

⑮
こ
の
「
捺
印
台
娠
」
か
ら
、
こ
の
期
殿
中
に
一
五
〇
九
通
の
文
書
に
捺
印
が
な

　
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
一
一
五
四
通
が
免
税
証
書
（
蒸
喜
⇔
ヨ
欝
信
旨
憂
欝
）
で
あ
る

　
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
数
値
は
、
ど
れ
だ
け
の
文
書
が
中
央
政
府
か
ら
発
給
さ
れ

　
た
か
を
知
る
、
数
少
な
い
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
免
税
証
書
と
は

　
諸
々
の
税
の
免
除
を
認
可
す
る
文
書
で
あ
り
、
完
全
に
一
定
の
書
式
で
書
か
れ
て

　
い
た
。
も
と
も
と
は
王
の
御
座
船
の
漕
ぎ
手
や
モ
ン
人
部
隊
、
チ
ャ
ム
入
海
軍
な

　
ど
特
定
の
集
団
に
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
三
世
王
期
に
付
与
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
○
《
国
労
ρ
＜
o
ピ
押
℃
㍗
鱒
㊤
為
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
瓢
二

　
点
の
免
税
誰
書
か
ら
分
か
る
。

⑯
た
だ
し
、
こ
の
門
台
帳
」
は
原
史
料
の
形
式
を
忠
実
に
転
写
し
て
い
な
い
可
能

　
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
当
該
期
の
帳
簿
の
形
式
に
つ
い
て
は
小
泉
順
子
「
徳
役
と

　
人
頭
税
・
兵
役
の
狭
間
」
『
上
智
ア
ジ
ア
学
㎞
　
｝
七
、
一
九
九
九
年
、
六
七
頁
を

　
参
照
さ
れ
た
い
。

⑰
］
）
p
最
8
α
q
堕
§
ミ

⑱
U
四
§
§
α
q
窓
。
冨
旨
替
聲
際
【
。
ヨ
冨
鎚
講
寒
鳶
ミ
§
愚
ぎ
N
管
§
霜
§
轡

　
淘
§
書
神
§
§
獅
し
d
き
σ
Q
界
。
劉
ζ
塾
9
曾
b
O
8
（
一
⑩
鎗
）
も
唱
■
や
一
一
■
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⑲
ダ
ム
ロ
ン
親
王
に
よ
れ
ば
、
百
世
二
期
以
前
の
文
轡
は
議
政
堂
の
屋
根
裏
に
無

　
秩
序
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
O
p
霞
δ
p
σ
q
”
寒
禽
奪
ミ
冨
嵩
隔
づ
．
倉
O
）
。

⑳
表
1
酌
3
9
と

　
な
）
を
参
照
。

「
捺
印
台
帳
」
　
○
月
黒
分
ご
一
日
の
条
（
0
ζ
霞
菊
ω
甲
く
。
囲
q
も
’

む
す
び
に
か
え
て

ラタナコーシン朝前期における文書処理システム（川口）

　
以
上
、
マ
ハ
ー
タ
イ
を
事
例
と
し
て
、
上
申
文
書
と
命
令
文
書
の
処
理
過
程
を
考
察
し
て
き
た
。
文
書
処
理
に
関
る
具
体
的
な
官
吏
も
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
上
申
文
書
の
接
受
や
命
令
文
書
の
清
書
捺
印
を
担
当
し
て
い
た
当
直
富
は
位
階
こ
そ
低
い
が
、
ル
ー
テ
ィ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
事
務
を
処
理
す
る
重
要
な
役
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
て
よ
い
。
本
稿
で
述
べ
て
き
た
文
書
処
理
過
程
は
、
マ
ハ
ー
タ
イ
と
と
も
に
地

方
統
治
を
担
当
す
る
カ
ラ
ー
ホ
ー
ム
と
大
蔵
省
に
も
大
枠
は
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
な
文

書
処
理
シ
ス
テ
ム
を
有
し
て
い
た
中
央
政
府
は
い
か
な
る
性
格
を
備
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
文
書
処
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
見
え
て

く
る
う
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
前
期
の
政
治
体
制
の
性
格
に
つ
い
て
、
政
務
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
黒
棚
王
モ
ン
ク
ッ
ト
（
在
位
一
八
五
一
…
六
八
年
）

の
認
識
に
雷
及
し
つ
つ
、
考
え
て
み
た
い
。

　
地
方
か
ら
の
上
申
文
書
は
、
必
ず
官
僚
の
手
を
経
て
、
謁
見
に
お
い
て
口
頭
で
国
王
に
そ
の
内
容
が
伝
達
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、

国
王
に
文
書
を
直
接
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
国
王
が
地
方
か
ら
の
報
告
に
ア
ク
セ
ス
す
る
経
路
は
か
な

り
狭
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
中
央
の
高
官
が
地
方
か
ら
の
報
告
を
握
り
つ
ぶ
す
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
官
僚
を
経
由
す
る

た
め
、
国
王
へ
の
情
報
伝
達
に
遅
滞
が
生
じ
る
こ
と
も
ま
た
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
上
申
文
書
の
伝
達
過
程
に
お
い
て
国
王
よ

り
も
官
僚
が
優
位
な
位
置
に
あ
る
こ
と
は
、
幾
世
王
が
下
し
た
布
告
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
八
五
五
年
の
布
告
で
は
、
マ
ハ
ー
タ

イ
を
通
さ
ず
に
、
謁
見
に
際
し
て
い
き
な
り
上
司
を
弾
奏
し
た
ア
ユ
タ
ヤ
副
国
主
に
対
し
て
四
世
王
は
、
既
存
の
手
続
き
を
遵
守
す
る
よ
う
に

指
示
し
な
が
ら
も
、
地
方
役
人
か
ら
の
上
申
が
大
臣
に
よ
っ
て
握
り
つ
ぶ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
弊
害
を
防
ぐ
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

上
奏
文
の
提
出
を
勧
め
て
い
る
。
警
世
王
は
ま
た
一
八
五
入
年
の
布
告
に
お
い
て
、
王
命
に
反
し
て
上
奏
文
を
提
出
せ
ず
、
役
所
を
通
し
て
国
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王
に
報
告
す
る
宮
僚
を
非
難
し
、
地
方
・
外
国
へ
出
張
す
る
官
吏
に
対
し
て
、
役
所
へ
の
文
書
提
出
と
並
行
し
て
上
奏
文
の
提
出
を
義
務
付
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

あ
わ
せ
て
上
奏
文
の
書
式
を
定
め
た
。
そ
の
後
、
上
奏
文
の
使
用
は
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
、
会
議
や
裁
判
の
結
果
も
上
奏
文
で
報
告
す
る
よ
う
に

　
　
　
　
④

定
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
上
奏
文
の
提
出
の
義
務
化
は
、
既
往
の
書
簡
の
マ
ナ
ー
に
反
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
第
二
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
前
近

代
タ
イ
で
は
聖
俗
を
問
わ
ず
一
般
人
が
国
王
に
文
書
を
直
接
宛
て
る
こ
と
は
非
礼
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
た
の
は
実
に

即
位
前
の
四
世
王
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
下
か
ら
の
報
告
を
汲
み
取
る
た
め
に
、
盲
動
王
は
か
つ
て
自
身
が
主
張
し
た
こ
と
を
柾

げ
て
ま
で
、
別
の
回
路
を
開
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
上
申
文
書
の
処
理
過
程
か
ら
国
王
が
政
務
に
関
与
し
に
く
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
命
令
文
書
の
発
給

過
程
に
も
言
え
る
。
第
四
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
命
令
文
書
の
発
給
へ
の
国
王
の
関
与
は
か
な
り
車
止
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
四
世
王
が

ど
う
認
識
し
て
い
た
か
を
史
料
か
ら
確
認
し
て
お
こ
う
。
四
二
王
は
一
八
六
一
年
八
月
二
一
日
付
け
タ
ー
ク
国
主
宛
て
の
毒
筆
の
中
で
こ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
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首
都
に
お
け
る
公
務
に
際
し
て
は
、
官
僚
た
ち
が
彼
ら
の
間
で
協
議
し
て
、
［
文
書
を
］
送
っ
て
命
じ
て
し
ま
い
、
私
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
租
税
に

　
　
つ
い
て
で
さ
え
同
様
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
大
臣
次
第
で
あ
る
。
獅
子
印
を
捺
し
て
勅
命
と
称
し
て
い
る
の
で
、
地
方
国
は
、
私
つ
ま
り
国
王
と
称
す

　
　
る
者
が
命
令
を
下
し
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
獅
子
印
［
の
使
用
］
は
あ
る
が
ま
ま
に
な
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
捺
印
さ
せ
て
発
給
さ
せ
る
の
は
、

　
　
高
窟
次
第
で
あ
る
か
ら
だ
。
す
な
わ
ち
［
民
部
大
臣
］
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
・
ニ
コ
ン
ボ
デ
イ
ン
や
［
北
方
担
当
民
部
局
長
］
プ
ラ
ヤ
ー
・
マ
ハ
ー
ア
ム
マ
ー
ト

　
　
が
大
小
の
獅
子
印
の
規
定
に
従
っ
て
命
じ
て
、
そ
れ
か
ら
発
給
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
（
中
略
）

　
　
　
ま
た
、
［
マ
ハ
ー
タ
イ
が
発
給
す
る
］
官
印
文
書
に
「
勅
命
あ
り
」
と
記
し
て
あ
る
と
、
貴
君
は
遠
方
に
い
る
か
ら
、
私
自
身
［
が
勅
命
を
下
し
た
］
と
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
解
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
自
ら
こ
の
文
書
を
作
成
し
、
貴
君
を
任
命
し
た
、
黄
色
の
紙
の
任
命
書
に
捺
し
た
印
章
を
そ
の
証
拠
と
し
て
捺
し
た
。

地
方
へ
の
命
令
文
書
は
、
勅
裁
を
経
る
こ
と
な
く
官
僚
が
捺
印
さ
せ
て
発
給
し
て
し
ま
う
た
め
、
四
世
王
は
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
な



ラタナコーシン朝前期における文書処理システム（川口）

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
命
令
文
書
の
多
く
は
勅
命
と
し
て
発
給
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
官
僚
が
主
体
と
な
っ
て
発
給
し
て
い
る
た
め
、

国
王
自
身
の
意
思
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
第
三
・
四
章
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と

も
四
世
王
は
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
四
世
王
は
君
主
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勅
命
た
る
命
令
文
書
の
発
給
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
命
令
文
書
の
あ
り
方
に
不
満
を
覚
え
て
、
四
書
王
は
自
身
の
政
治
的
意
思
を
直
接
伝
達
す
る
た
め
に
自
ら
文
書
を
タ
ー
ク
国

主
に
宛
て
た
の
で
あ
る
。
四
世
王
は
自
身
が
手
ず
か
ら
こ
の
文
書
を
書
い
た
こ
と
、
そ
の
証
拠
と
し
て
玉
璽
を
捺
し
た
こ
と
を
、
上
記
引
用
以

外
で
も
し
つ
こ
く
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
国
王
が
地
方
に
震
筆
を
宛
て
る
こ
と
が
ま
ず
一
般
的
で
は
な
く
、
四
世
王
期
に
な

っ
て
王
命
を
直
接
伝
達
す
る
た
め
に
現
れ
た
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
前
期
に
お
け
る
文
書
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、
国
王
を
実
際
の
政
治
か
ら
疎
外
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
上
申
文
書
に
せ
よ
、
命
令
文
書
に
せ
よ
、
文
書
の
処
理
発
給
過
程
に
大
き
く
関
与
し
て
い
た
の
は
官
僚
貴
族
で
あ
っ

た
。
か
か
る
点
か
ら
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
前
期
に
お
け
る
政
治
体
制
は
国
王
で
は
な
く
官
僚
に
重
心
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
期
の
権

力
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
そ
の
他
の
視
点
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
少
な
く
と
も
政
務
シ
ス
テ
ム
と
い
う
観
点

か
ら
は
国
王
権
力
は
相
対
的
に
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
文
書
処
理
シ
ス
テ
ム
が
国
王
の
政
治
へ
の
関
与
を
制
限
す
る
性
質
を
内
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
の
が
四
世
王

で
あ
っ
た
。
彼
は
中
央
官
僚
に
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
下
位
の
官
僚
や
地
方
と
直
接
に
意
思
伝
達
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
上
奏
文
と
震
筆
と

い
う
、
既
存
の
政
務
体
系
と
は
別
の
伝
達
経
路
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
図
が
ど
の
程
度
成
功
し
た
か
、
そ
し
て
既
存
の
政
務
と
い
か

な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
少
な
く
と
も
四
世
王
が
政
務
に
お
け
る
国
王
権
力
の
強
化
を
志
向
し
た
こ

と
は
指
摘
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
こ
の
よ
う
な
上
奏
文
と
震
筆
に
よ
る
親
政
へ
の
志
向
は
五
世
有
期
に
さ
ら
に
顕
著
に
な
っ
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
、
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

権
強
化
を
至
上
課
題
と
す
る
五
霞
王
に
よ
っ
て
、
国
王
を
政
治
か
ら
疎
外
す
る
よ
う
な
、
旧
来
の
中
央
行
政
機
構
は
否
定
さ
れ
、
代
わ
り
に
西
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洋
近
代
的
な
行
政
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
王
独
裁
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
政
治
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

（892）

る
。

104

①
嶺
直
官
に
代
表
さ
れ
る
書
記
（
乙
。
麟
ヨ
固
帥
P
）
た
ち
は
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
錨
直

　
官
の
下
で
徒
弟
制
的
に
訓
練
を
受
け
て
お
り
、
小
姓
出
身
の
官
僚
よ
り
も
仕
事
が

　
で
き
た
と
い
う
（
u
m
白
δ
ロ
σ
q
▼
愚
．
ミ
も
・
ω
り
）
。

②
℃
℃
置
り
く
。
｝
・
N
℃
℃
．
①
ゆ
よ
①
．

③
℃
℃
図
♪
〈
島
ω
も
ワ
8
め
ピ
第
二
章
注
⑯
で
述
べ
た
よ
う
に
、
三
世
王
期
ま

　
で
の
上
奏
文
は
帳
簿
の
冒
頭
に
記
さ
れ
、
国
王
に
提
出
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い

　
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
累
世
王
は
、
そ
れ
ま
で
送
り
状
程
度
に
し
か
機

　
卜
し
て
い
な
か
っ
た
上
奏
文
を
、
国
王
へ
の
報
告
に
活
用
し
た
と
い
え
よ
う
。

④
℃
℃
窓
》
く
。
ピ
♪
唱
・
冠
為
伊

⑤
O
α
ヨ
匡
8
B
。
苫
ぎ
p
。
曽
孚
蜀
げ
障
Q
。
。
白
恥
偉
写
葬
譲
ミ
轟
ら
貯
》
ミ
ミ
寒
ぎ

　
空
、
＆
ミ
象
ミ
譜
琳
翠
ミ
9
ミ
か
貯
。
ミ
遷
勘
ぎ
全
く
。
囲
卜
。
望
切
き
σ
q
ぎ
胃
際
甥
¢
罎
ω
巷
薮
咽

　
お
①
○
。
も
や
お
ふ
ド

⑥
た
と
え
ば
ダ
ム
ロ
ン
親
王
は
、
五
世
王
期
に
な
る
と
謁
見
に
お
け
る
国
王
へ
の

　
口
頭
で
の
情
報
伝
達
は
形
骸
化
し
、
上
奏
文
と
巨
獣
に
よ
る
政
治
が
優
勢
に
な
つ

　
た
と
述
べ
て
い
る
（
U
勲
白
H
o
嵩
α
Q
讐
き
ミ
”
唱
．
爵
）
。
ま
た
、
≦
葦
9
∪
碧
凱
溶

　
．
．
墜
p
α
q
O
訂
或
8
σ
q
ざ
§
些
①
O
H
＄
π
閃
。
琶
μ
①
H
o
｛
窯
。
傷
⑦
毎
日
げ
眩
き
9
”
．

　
恥
ミ
ミ
跨
斗
寒
画
睾
§
聴
9
窺
恥
ミ
ミ
国
ミ
ら
§
”
O
整
髪
σ
Q
ζ
蝕
”
ω
出
パ
≦
o
§

　
ゆ
o
o
騨
ρ
一
り
詮
（
一
読
9
も
．
軸
。
。
心
は
四
望
王
が
深
夜
二
時
ま
で
公
務
を
行
い
、
毎

　
日
数
百
通
の
公
文
轡
を
処
理
し
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

⑦
玉
田
芳
史
「
チ
ャ
タ
リ
ー
改
革
と
王
権
強
化
：
閣
僚
の
変
遷
を
手
が
か
り
と
し

　
て
」
『
チ
ャ
タ
リ
ー
改
革
と
タ
イ
の
近
代
国
家
形
成
暁
（
重
点
領
域
研
究
「
総
合
的

　
M
堀
域
研
閃
究
」
成
果
報
止
口
轡
一
シ
リ
ー
ズ
駒
1
1
）
　
一
九
九
六
年
。



　　The　Docurnentary　Admmistration　in　the　Early　Rattanakosin　Period

（1782－1868）：　The　Case　of　the　Krom　Mahatthai，　Ministry　of　Civil　Affairs

by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KAwAGucm　Hiroshi

　　This　article　coRsiders　the　actual　situation　．and　the　nature　of　the　political　system

of　the　central　govemment　of　Siam　du血g　the　early　Rattanakos血pe盛od

（1782“1868）　through　an　examination　of　the　documentary　administradve　system　in

the　Krom　Mahatthai，　Ministry　of　Civi1　Alifairs．　The　Krom　Mahatthai，　which　was

charged　with　adrninistrating　the　noythern　pat’t　of　the　state，　exchanged　documents

with　provincial　of丘cials．　The　author　exam勧es　procedures　f6r　deaHng　with　repo姓s

麦rom　local　of5cials　and　lss慮g　whtten　orders　in　the　Mahatthai，

　　Written　reports　such　as　the　baibo－le　and　suPPha－aleson，　submitted　by　provincial

of丘cials　were　received　by　n血or　of且cials　in　the　Mahatthai，㎞owR　asκα∫麗η，　and

sent　on　to　appropriate　higher　othcials．　．　The　higher　ran｝dng　oficials　infomied　the

k沁gof　the　contents　of　the　repor£s　by　read血g　them　out　in　the　audiences　held血

the　palaces　twice　a　day．　ln　pre－modern　Thalland，　to　address　a　letter　to　the　king

directly　was　regarded　as　lese　majesty．　Thus，　othcials，　and　even　ministers，　could

not　send　documents　from　the　provirices　direcgy　to　the　1cing，　but　always　reported

to　hn　through　the　central　oficials．

The　written　orders　issued　by　the　Mahatthai　and　sent　to　provincial　othcials　were

written　in　two　styles　duying　this　period．　One　style　was　that　of　the　suPPha－afeson．

In　the　Ayutthaya　and　Thonburi　periods，　this　type　of　document　was　exchanged　be－

tween　the　prime　rrrinisters　（the　chief　minister　of　the　Mahatthai　or　the　Ka｝ah6m）　in

Siam　and　their　counterparts　in　states　that　Siam　considered　its　equal，　such　as　Sri

Lanka　and　Vientiane．　From　the　1770s　to　the　90s，　Siam　subjugated　surroundmg

states，　such　as　Chiangmai，　Vientiane，　Cambodia　and　so　on，　treating　them　as　tribu－

taries．　As　the　political　situatioR　changed　in　this　manner，　the　style　of　the　suPPha－

akson　was　transformed　into　that　of　documents　exchanged　between　the　prime

minister　and　kings　of　tributai7y　states．　Having　supplanted　the　previous　forrnat，　the

suPPha－aleson　issued　by　the　MahAtthai　in　the　eairly　Rattanakosin　period　were

issued　by　the　prime面ster　an（圭addressed　to　k血gs　of　tributary　states．

The　o出er　style　was　that　of　the　documents　bea血g　a　govemmental　seal，　which

were　called　sa’ntrd，　to－ngtra一，　trdi　and　so　on．　Documents　on　which　a　governmentai

seals　was　aiifixed　were　sent　from　the　Mahatthai　by　the　minister　and　addressed　to

（904）



provincial　othcjals　and　tributary　states．　The　bodies　of　text　of　most　of　the　suPPha－

aleson　and　documents　with　government　seals　took　the　form　of　royal　orders　or　as

replies　that　also　took　the　form　of　royal　orders．　This　suggests　that　the　Mahatthai

generally　issued　the　documents　as　royal　orders．

　　By　analyzing　the　colophons　describing　the　process　of　their　issuance　which　were

written　on　drafts，　the　process　of　issuing　written　orders　to　provincial　oKcials，　such

as　the　documents　with　govemment　seais　and　suPPha－aleson，　¢an　be　understood　in

the　foRowing　manner．　Ofucials　in　the　Mahfitthai，　e．g．　the　Palat　banchi　m’　the　Krom

Mahatthai　laang，　Department　of　Central　Mahatthai，　the　Palat　banchi　i　the　Krom

Mahatthai　Fai　Nua，　Department　of　Northern　Mahatthai，　and　the　Palat　than　chalOng

in　the　same　department，　drafted　written　orders．　After　other　othcials　read　and　re－

vised　them，　the　minister　or　acting　ministers，　who　were　the　heads　of　the　Krom，

Mahatthai　FAi　Nua　Emd　the　chief　of　the　Krom　Suyatsawadl，　Department　of　Reg－

istration，　generaily　approved　the　issuing　of　tlte　documents．　As　with　written　re－

ports，　the　minister　or　the　acting　ministers　ordinar’ily　read　out　drafts　in　an　audience

in　the　palace　and　then　soaght　the　lcing’s　approval　of　their　issuance．　However，　tl｝e

1〈ing’s　approval　was　Rot　always　necessary．　As　the　bodies　of　the　texts　of　most　of

the　written　orders　took　the　form　of　royal　edicts，　as　noted　above，　this　suggests

that　Mahatthai　oficials　issued　doctrments　as　the　orders　of　the　ldng　without　royal

approval．　After　orders　were　approved，　ndi　wens　made　fair　copies　of　them．　They

put　the　rninister’s　seal　on　the　documents　and　made　an　entry　in　a　ledger　recording

亡his　fact．　They　then　sent　them　to　the　provinces．〈lai　zθ醜s　kept　drafts血an　attic一

一くe　space　known　of　the　sa－laM　lalelehun，　which　served　as　the　oihce　in　which　the　ofi－

cia玉s，　hlclud血g　the滋ゴwen，　worked．

The　factthat　the　contents　of　written　reports　were　always　conveyed　to　the　1〈ing

by　high－ranking　othcials　and　that　the　minister　and　the　acting　ministers　issued

documents　as　royal　orders舳out　the　approval　o紬e㎞g　suggest　tha曲e㎞gh－

ranldng　othcials，　especially　the　minlster　and　the　acting　rrimisters，　played　an　impor－

tant　role　in　the　poKticai　process　and　the　1〈ing　did　not　always　participate　in　state

politics．　Recognizing　the　character　of　the　documentary　administration，　King　Mong－

kut　（r．　1851－68）　intended　to　adrnirtister　the　affairs　of　state　directly　by　personaBy

exchanging　documents　with　the　central　and　provincial　othcials．
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